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(57)【要約】
開示する実施形態は、密集したＰＲＳコンフィギュレー
ションと、短いＰＲＳ周期と、周波数ホッピングと、伴
うＵＥ周波数間測定とを有するシステムにおけるＵＥロ
ケーション決定を促進する。技術は、帯域幅低減低複雑
性（ＢＬ）ＵＥ、または、拡張機械タイプ通信（ｅＭＴ
Ｃ）ＵＥ、または、さらなる拡張ＭＴＣ（ＦｅＭＴＣ）
ＵＥ、ならびに／あるいは、ＬＴＥ－Ｍシステムにおい
て適用してもよい。ＵＥに関する方法は、基準信号時間
差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信することと、ＲＳＴＤ測
定要求に応答して、専用ギャップの要求するコンフィギ
ュレーションを含む専用ギャップ要求を送信することと
、専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィ
ギュレーションを含むメッセージを受信することとを含
んでいてもよい。専用ギャップ要求は、専用測定ギャッ
プに対する要求を含んでいてもよく、メッセージは、専
用測定ギャップコンフィギュレーションを含んでいても
よい。いくつかの実施形態において、専用ギャップ要求
は、専用自律ギャップに対する要求を含んでいてもよく
、メッセージは、専用自律ギャップコンフィギュレーシ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＥに関する方法において、
　前記ＵＥにおいて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信することと、
　前記ＵＥによって、前記ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギャップの要求
するコンフィギュレーションを含む専用ギャップ要求を基地局（ＢＳ）に送信することと
、
　前記ＵＥにおいて、前記専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィギュレー
ションを含むメッセージを受信することとを含む方法。
【請求項２】
　前記専用ギャップ要求は、専用測定ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用測定ギャップコンフィギュレーションを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＳＴＤ測定要求は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）支援情報を含み、
　前記専用測定ギャップに対する要求を含む専用ギャップ要求は、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、複数の搬送波周波数を伴うという、前記ＰＲＳ支援情報に部
分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数間測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数内測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求中で特定される少なくとも１つのＲＳＴＤ測定を実行するための
推定時間が、デフォルトロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測定ギャップ期間を超
えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　デフォルトＬＴＥ測定ギャップ周期が、前記ＲＳＴＤ測定要求に関係付けられている少
なくとも１つのＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのＰＲＳポジショニング機会中のサブ
フレームの数（ＮＰＲＳ）が、しきい値を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、
　のうちの少なくとも１つに応答してさらに送信される請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記専用ギャップ要求は、専用自律ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用自律ギャップコンフィギュレーションを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記ＲＳＴＤ測定要求は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）支援情報を含み、
　前記専用自律ギャップに対する要求を含む専用ギャップ要求は、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、複数の搬送波周波数を伴うという、前記ＰＲＳ支援情報に部
分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数間測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数内測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求中で特定される少なくとも１つのＲＳＴＤ測定を実行するための
推定時間が、デフォルトロングタームエボリューション（ＬＴＥ）自律ギャップ期間を超
えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　デフォルトＬＴＥ自律ギャップ周期が、前記ＲＳＴＤ測定要求に関係付けらえている少
なくとも１つのＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に関係付けられている少なくとも１つのＰＲＳポジショニング機
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会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）が、しきい値を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報
に部分的に基づく決定、
　のうちの少なくとも１つに応答してさらに送信される請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレーションは、
　前記ＵＥの現在の動作モード、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つの基地局（ＢＳ）に関係付けられてい
るポジショニング基準信号（ＰＲＳ）周期（ＴＰＲＳ）、または、
　前記少なくとも１つのＢＳに関係付けられているＰＲＳポジショニング機会中のサブフ
レームの数（ＮＰＲＳ）、または、
　前記ＵＥのポジションに対する所望の精度、または、
　これらの組み合わせ、
　のうちの１つ以上に少なくとも部分的に基づいており、
　前記ＵＥのポジションは、前記ＲＳＴＤ測定要求に応答して、前記ＵＥによって実行さ
れる複数のＲＳＴＤ測定に基づいて決定されることになる請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのＢＳに関係付けられているＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）、または、前
記少なくとも１つのＢＳに関係付けられているＰＲＳポジショニング機会中のサブフレー
ムの数（ＮＰＲＳ）のうちの少なくとも１つが、ＰＲＳ支援情報として提供される請求項
６記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥの現在の動作モードは、カバレッジ拡張（ＣＥ）モードＡ、または、ＣＥモー
ドＢ、または、通常カバレッジ（ＮＣ）モードのうちの１つである請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記ＵＥは、帯域幅低減低複雑性（ＢＬ）ＵＥ、または、拡張機械タイプ通信（ｅＭＴ
Ｃ）ＵＥ、または、さらなる拡張ＭＴＣ（ＦｅＭＴＣ）ＵＥのうちの１つである請求項１
記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレーションは、
　要求する専用ギャップ期間、または、
　要求する専用ギャップ周期、または、
　要求する専用ギャップインスタンスの数、または、
　これらの組み合わせ、
　のうちの少なくとも１つを含む請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記要求する専用ギャップ期間および前記要求する専用ギャップ周期は、デフォルトロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ）測定ギャップ期間およびデフォルトＬＴＥ測定ギ
ャップ周期とそれぞれ異なる請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記専用ギャップコンフィギュレーションは、
　構成された専用ギャップ期間、または、
　構成された専用ギャップ周期、または、
　構成された専用ギャップインスタンスの数、または、
　これらの組み合わせ、
　　のうちの少なくとも１つを含む請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記構成された専用ギャップ期間および前記構成された専用ギャップ周期は、デフォル
トロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測定ギャップ期間およびデフォルトＬＴＥ測
定ギャップ周期とそれぞれ異なる請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
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　ユーザ機器（ＵＥ）において、
　トランシーバと、
　前記トランシーバに結合されているプロセッサとを具備し、
　前記プロセッサは、
　前記ＵＥにおいて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信し、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレ
ーションを含む専用ギャップ要求を前記ＵＥから第１の基地局（ＢＳ）に送信し、
　前記ＵＥにおいて、前記専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィギュレー
ションを含むメッセージを受信するように構成されているＵＥ。
【請求項１５】
　前記専用ギャップ要求は、専用測定ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用測定ギャップコンフィギュレーションを含む請求項１４記載のＵＥ。
【請求項１６】
　前記ＲＳＴＤ測定要求は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）支援情報を含み、
　前記専用測定ギャップに対する要求を含む専用ギャップ要求は、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、複数の搬送波周波数を伴うという、前記ＰＲＳ支援情報に部
分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数間測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数内測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求中で特定される少なくとも１つのＲＳＴＤ測定を実行するための
推定時間が、デフォルトロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測定ギャップ期間を超
えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　デフォルトＬＴＥ測定ギャップ周期が、前記ＲＳＴＤ測定要求に関係付けられている少
なくとも１つのＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのＰＲＳポジショニング機会中のサブ
フレームの数（ＮＰＲＳ）が、しきい値を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、
　のうちの少なくとも１つに応答してさらに送信される請求項１５記載のＵＥ。
【請求項１７】
　前記専用ギャップ要求は、専用自律ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用自律ギャップコンフィギュレーションを含む請求項１４記載のＵＥ。
【請求項１８】
　前記ＲＳＴＤ測定要求は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）支援情報を含み、
　前記専用自律ギャップに対する要求を含む専用ギャップ要求は、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、複数の搬送波周波数を伴うという、前記ＰＲＳ支援情報に部
分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数間測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求が、前記ＵＥによる１つ以上の周波数内測定を伴うという、前記
ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求中で特定される少なくとも１つのＲＳＴＤ測定を実行するための
推定時間が、デフォルトロングタームエボリューション（ＬＴＥ）自律ギャップ期間を超
えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に基づく決定、または、
　デフォルトＬＴＥ自律ギャップ周期が、前記ＲＳＴＤ測定要求に関係付けらえている少
なくとも１つのＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのＰＲＳポジショニング機会中のサブ
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フレームの数（ＮＰＲＳ）が、しきい値を超えるという、前記ＰＲＳ支援情報に部分的に
基づく決定、
　のうちの少なくとも１つに応答してさらに送信される請求項１７記載のＵＥ。
【請求項１９】
　前記１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレーションは、
　前記ＵＥの現在の動作モード、または、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つの基地局（ＢＳ）に関係付けられてい
るポジショニング基準信号（ＰＲＳ）周期（ＴＰＲＳ）、または、
　前記少なくとも１つのＢＳに関係付けられているＰＲＳポジショニング機会中のサブフ
レームの数（ＮＰＲＳ）、または、
　前記ＵＥのポジションに対する所望の精度、または、
　これらの組み合わせ、
　のうちの１つ以上に少なくとも部分的に基づいており、
　前記ＵＥのポジションは、前記ＲＳＴＤ測定要求に応答して、前記ＵＥによって実行さ
れる複数のＲＳＴＤ測定に基づいて決定されることになる請求項１４記載のＵＥ。
【請求項２０】
　前記ＵＥの現在の動作モードは、カバレッジ拡張（ＣＥ）モードＡ、または、ＣＥモー
ドＢ、または、通常カバレッジ（ＮＣ）モードのうちの１つである請求項１９記載のＵＥ
。
【請求項２１】
　前記ＵＥは、帯域幅低減低複雑性（ＢＬ）ＵＥ、または、拡張機械タイプ通信（ｅＭＴ
Ｃ）ＵＥ、または、さらなる拡張ＭＴＣ（ＦｅＭＴＣ）ＵＥのうちの１つである請求項１
４記載のＵＥ。
【請求項２２】
　前記１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレーションは、
　要求する専用ギャップ期間、または、
　要求する専用ギャップ周期、または、
　要求する専用ギャップインスタンスの数、または、
　これらの組み合わせ、
　のうちの少なくとも１つを含む請求項１４記載のＵＥ。
【請求項２３】
　前記専用ギャップコンフィギュレーションは、
　構成された専用ギャップ期間、または、
　構成された専用ギャップ周期、または、
　構成された専用ギャップインスタンスの数、または、
　これらの組み合わせ、
　　のうちの少なくとも１つを含む請求項１４記載のＵＥ。
【請求項２４】
　前記構成された専用ギャップ期間および前記構成された専用ギャップ周期は、デフォル
トロングタームエボリューション（ＬＴＥ）測定ギャップ期間およびデフォルトＬＴＥ測
定ギャップ周期とそれぞれ異なる請求項２３記載のＵＥ。
【請求項２５】
　ユーザ機器（ＵＥ）において、
　前記ＵＥにおいて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信する手段と、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレ
ーションを含む専用ギャップ要求を前記ＵＥから基地局（ＢＳ）に送信する手段と、
　前記ＵＥにおいて、前記専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィギュレー
ションを含むメッセージを受信する手段とを具備するＵＥ。
【請求項２６】
　前記専用ギャップ要求は、専用測定ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
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専用測定ギャップコンフィギュレーションを含む請求項２５記載のＵＥ。
【請求項２７】
　前記専用ギャップ要求は、専用自律ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用自律ギャップコンフィギュレーションを含む請求項２５記載のＵＥ。
【請求項２８】
　実行可能な命令を含む非一時的コンピュータ読取可能媒体において、
　前記実行可能な命令は、ユーザ機器（ＵＥ）上のプロセッサを、
　前記ＵＥにおいて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信し、
　前記ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレ
ーションを含む専用ギャップ要求を前記ＵＥから基地局（ＢＳ）に送信し、
　前記ＵＥにおいて、前記専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィギュレー
ションを含むメッセージを受信するように構成するコンピュータ読取可能媒体。
【請求項２９】
　前記専用ギャップ要求は、専用測定ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用測定ギャップコンフィギュレーションを含む請求項２８記載のコンピュータ読取可能
媒体。
【請求項３０】
　前記専用ギャップ要求は、専用自律ギャップに対する要求を含み、前記メッセージは、
専用自律ギャップコンフィギュレーションを含む請求項２８記載のコンピュータ読取可能
媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　　［０００１］
　本願は、２０１７年８月１０日に出願され、「ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥに対するＲ
ＳＴＤ測定のためのギャップの提供と使用」と題する、米国仮特許出願番号第６２／５４
３，６３０号の利益と優先権を主張する。さらに、本願は、２０１７年８月１０日に出願
され、「ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥに対するＲＳＴＤ測定のためのギャップの提供と使
用」と題する、インド特許出願番号第２０１７４１０２８４３７号に対する米国特許法第
１１９条に基づく利益と優先権を主張する。本願は、２０１８年８月３日に出願され、「
基準信号時間差測定のためのギャップの提供および使用」と題する、米国非仮出願番号第
１６／０５４，２５７号の利益も主張する。上記の出願のすべては、この出願の譲受人に
譲渡され、その全体は、参照によってここに組み込まれている。
【分野】
【０００２】
　　［０００２］
　ここで開示する主題事項は、ユーザ機器（ＵＥ）ロケーション決定に関連し、特に、拡
張機械タイプ通信（ｅＭＴＣ）および／またはさらなる拡張機械タイプ通信（ＦｅＭＴＣ
）ＵＥに対する基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定のためのギャップの提供および使用に関
連する。
【背景】
【０００３】
　　［０００３］
　ユーザ機器（ＵＥ）のロケーションを知ることが望ましいことが多く、ＵＥは、移動体
端末、または、帯域幅低減低複雑性（ＢＬ）ＵＥ、または、インターネットオブシングス
（ＩｏＴ）デバイスの形態をとってもよい。拡張機械タイプ通信（ｅＭＴＣ）および／ま
たはさらなる拡張ＭＴＣ（ＦｅＭＴＣ）デバイスを含むＢＬ　ＵＥは、機械対機械（Ｍ２
Ｍ）通信または機械タイプ通信（ＭＴＣ）機能性を有する、低複雑性および／または低電
力デバイスであってもよい。ＢＬ　ＵＥデバイスは、ポジショニングサービスを使用して
もよい。例えば、衣服、資産追跡デバイス、物流サポートデバイス等は、ポジショニング
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サービスを要求および／または使用するかもしれない。しかしながら、コスト、電力、お
よび、ロケーションの問題点（例えば、深い屋内）により、ＢＬ　ＵＥデバイスは、いく
つかのロケーション決定解決法（例えば、衛星ポジショニングシステム（ＳＰＳ））への
アクセスを有さないかもしれない。したがって、（ＢＬ　ＵＥ、ｅＭＴＣ　ＵＥ、ＦｅＭ
ＴＣ　ＵＥ、および／または、ＩｏＴデバイスを含む）ＵＥへのロケーション関連サービ
スを提供し、向上させるための（例えば、地上セルラネットワークに基づく）方法が望ま
しい。
【概要】
【０００４】
　　［０００４］
　いくつかの実施形態において、ＵＥに関する方法は、ＵＥにおいて、基準信号時間差（
ＲＳＴＤ）測定要求を受信することと、ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギ
ャップの要求するコンフィギュレーションを含む専用ギャップ要求をＵＥから基地局（Ｂ
Ｓ）に送信することと、ＵＥにおいて、専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコン
フィギュレーションを含むメッセージを受信することとを含んでいてもよい。
【０００５】
　　［０００５］
　別の態様において、ユーザ機器（ＵＥ）は、トランシーバと、トランシーバに結合され
ているプロセッサとを具備していてもよく、プロセッサは、ＵＥにおいて、基準信号時間
差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信し、ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギャッ
プの要求するコンフィギュレーションを含む専用ギャップ要求をＵＥから基地局（ＢＳ）
に送信し、ＵＥにおいて、専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィギュレー
ションを含むメッセージを受信するように構成されている。
【０００６】
　　［０００６］
　さらなる態様において、ユーザ機器（ＵＥ）は、ＵＥにおいて、基準信号時間差（ＲＳ
ＴＤ）測定要求を受信する手段と、ＲＳＴＤ測定要求に応答して、１つ以上の専用ギャッ
プの要求するコンフィギュレーションを含む専用ギャップ要求をＵＥから基地局（ＢＳ）
に送信する手段と、ＵＥにおいて、専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップコンフィ
ギュレーションを含むメッセージを受信する手段とを具備していてもよい。
【０００７】
　　［０００７］
　いくつかの実施形態において、非一時的コンピュータ読取可能媒体は、実行可能な命令
を含んでいてもよく、実行可能な命令は、ユーザ機器（ＵＥ）上のプロセッサを、ＵＥに
おいて、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信し、ＲＳＴＤ測定要求に応答して、
１つ以上の専用ギャップの要求するコンフィギュレーションを含む専用ギャップ要求をＵ
Ｅから基地局（ＢＳ）に送信し、ＵＥにおいて、専用ギャップ要求に応答して、専用ギャ
ップコンフィギュレーションを含むメッセージを受信するように構成する。
【０００８】
　　［０００８］
　開示する方法は、ＵＥ、基地局、ＬＰＰを使用するロケーションサーバ、ＬＰＰｅ、ま
たは、他のプロトコルのうちの１つ以上によって実行してもよい。開示する実施形態はま
た、ソフトウェアと、ファームウェアと、非一時的コンピュータ読取可能媒体またはコン
ピュータ読取可能メモリを使用してプロセッサによって生成され、記憶され、アクセスさ
れ、読み取られ、または、修正される、プログラム命令とに関連する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】［０００９］　図１Ａは、ロケーションサービスをＵＥに提供することが可能
な例示的なシステムを示している。
【図１Ｂ】［００１０］　図１Ｂは、ロケーションサービスをＵＥに提供することが可能
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な例示的なシステムのアーキテクチャを示している。
【図２Ａ】［００１１］　図２Ａは、ＰＲＳ機会を有する例示的なＬＴＥ（登録商標）フ
レームの構造を示している。
【図２Ｂ】［００１２］　図２Ｂは、システムフレーム番号（ＳＦＮ）と、セル特有サブ
フレームオフセットと、ＰＲＳ周期との間の関連を図示している。
【図３Ａ】［００１３］　図３Ａは、ＬＴＥ－Ｍ　ＰＲＳ送信を図示している。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ＬＴＥ－Ｍ　ＰＲＳ送信を図示している。
【図４Ａ】［００１４］　図４Ａは、いくつかの開示する実施形態にしたがう、ロケーシ
ョン決定と専用ギャップコンフィギュレーションとを促進するための例示的なメッセージ
フローを図示したフローダイヤグラムを示している。
【図４Ｂ】図４Ｂは、いくつかの開示する実施形態にしたがう、ロケーション決定と専用
ギャップコンフィギュレーションとを促進するための例示的なメッセージフローを図示し
たフローダイヤグラムを示している。
【図５】［００１５］　図５は、専用ギャップコンフィギュレーションのための例示的な
方法のフローチャートを示している。
【図６】［００１６］　図６は、専用ギャップコンフィギュレーションのための例示的な
方法のフローチャートを示している。
【図７】［００１７］　図７は、専用ギャップコンフィギュレーションのための例示的な
方法のフローチャートを示している。
【図８】［００１８］　図８は、専用ギャップコンフィギュレーションのための例示的な
方法のフローチャートを示している。
【図９】［００１９］　図９は、ＵＥのある例示的な特徴を図示した概略ブロックダイヤ
グラムを示している。
【図１０】［００２０］　図１０は、基地局／ｅＮＢのある例示的な特徴を図示した概略
ブロックダイヤグラムである。
【図１１】［００２１］　図１１は、ロケーションサーバのある例示的な特徴を図示した
概略ブロックダイヤグラムである。
【詳細な説明】
【００１０】
　　［００２２］
　用語「ユーザ機器」（ＵＥ）または「移動局」（ＭＳ）または「ターゲット」は、ここ
では交換可能に使用され、セルラまたは他のワイヤレス通信デバイス、ＢＬデバイス、ｅ
ＭＴＣデバイス、ＦｅＭＴＣデバイス、パーソナル通信システム（ＰＣＳ）デバイス、パ
ーソナルナビゲーションデバイス（ＰＮＤ）、個人情報マネージャー（ＰＩＭ）、パーソ
ナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ラップトップ、あるいは、ワイヤレス通信および
／またはナビゲーション信号を受信することができる他の適した移動体デバイスのような
デバイスを指しているかもしれない。用語は、支援データ受信、および／または、ポジシ
ョン関連処理が、デバイスまたはパーソナルナビゲーションデバイス（ＰＮＤ）で行われ
るか否かに関わらず、例えば、短距離ワイヤレス、赤外線、ワイヤライン接続、または、
他の接続によって、ＰＮＤと通信するデバイスを含むようにも意図されている。ここで使
用されるような用語「通信する」、「通信すること」、または、「通信」は、エンティテ
ィによって、信号を送ること／送信、受信、または、中継すること、あるいは、送ること
／送信、受信、または、中継することのいくつかの組み合わせを指す。ここで使用される
ような（「ポジション」としても呼ばれる）用語「ロケーション」は、座標（例えば、緯
度、経度、および、おそらくは高度）を、および、オプション的にロケーションに対して
予想される誤差または不確実性を備えていてもよい測地ロケーションを指しているかもし
れない。測地ロケーションは、絶対的であってもよく（例えば、緯度および経度を備える
）、または、他の何らかの既知の絶対ロケーションに対して相対的であってもよい。ロケ
ーションは、都市であってもよく、地名、所在地住所または他の言語的説明または定義を
備えていてもよい。
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【００１１】
　　［００２３］
　観測される到達時間差（ＯＴＤＯＡ）ベースのポジショニングにおいて、ＵＥは、進化
型ノードＢ（ｅＮＢ）のような複数の基地局から受信した信号における時間差を測定して
もよい。基地局のポジションは既知であることがあることから、観測される時間差を使用
して、ＵＥのロケーションを計算してもよい。ロケーション決定をさらに手助けするため
に、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）が、ＯＴＤＯＡポジショニング性能を向上させる
ために、基地局（ＢＳ）によって提供されることが多い。基準セル（例えば、担当セル）
と１つ以上の隣接セルとからのＰＲＳの測定される到達時間差は、基準信号時間差（ＲＳ
ＴＤ）として知られている。ＲＳＴＤ測定と、各セルの絶対または相対の送信タイミング
と、基準および隣接セルに対するＢＳ物理送信アンテナの既知のポジションとを使用して
、ＵＥのポジションを決定してもよい。
【００１２】
　　［００２４］
　用語インターネットオブシングス（ＩｏＴ）は、デバイス間の機械対機械（Ｍ２Ｍ）接
続性を促進するシステムを指すために使用されることが多い。相互接続デバイスは、さま
ざまなセンサ、測定デバイス（例えば、ユーティリティメーター、パーキングメーター等
）、電気機器、車両等を含んでいてもよい。（例えば、ＩｏＴデバイスに対する）低電力
および広域デバイス接続性を提供するためにセルラシステムを使用するロケーションベー
スサービス（ＬＢＳ）に対するいくつかのポジショニング技術は、第３世代パートナーシ
ッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））として知られている組織によって開発された
。具体的には、３ＧＰＰリリース１３は、カバレッジ拡張、ＵＥ複雑性低減、より長いＵ
Ｅバッテリー寿命等を促進するために、既存のＬＴＥネットワーク中の機能性を活用する
特徴を含んでいる。特に、３ＧＰＰリリース１３は、拡張ＭＴＣ（ｅＭＴＣ）を含む３Ｇ
ＰＰ　ＭＴＣテクノロジーに対する標準規格の概要を説明しており、拡張ＭＴＣ（ｅＭＴ
Ｃ）は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ＭＴＣ（または「ＬＴＥ－Ｍ」）とも
呼ばれる。ＬＴＥ物理レイヤ手順の一部分を再使用するｅＭＴＣは、ＩｏＴサービスに対
するサポートを促進する。したがって、ｅＭＴＣ　ＵＥは、基地局（例えば、ｅＮＢ）を
適切に構成することにより、既存のＬＴＥネットワーク上に配備してもよい。
【００１３】
　　［００２５］
　ｅＭＴＣ　ＵＥによって送信または受信される物理チャネルおよび信号は、（１．４Ｍ
Ｈｚの搬送波帯域幅を有する）さらに狭い（例えば、１．０８ＭＨｚ）帯域幅中に含まれ
ていてもよく、１Ｍｂｐｓまでのデータレートを促進してもよい。したがって、ｅＭＴＣ
　ＵＥは、「狭帯域」と呼ばれる新たな周波数帯域内で動作する。ｅＭＴＣ狭帯域は、６
つの隣接リソースブロック（ＲＢ）の予め規定されたセットを含んでいてもよい。ｅＭＴ
Ｃ　ＵＥは、より大きな帯域幅を有するセルによって担当されることがあるが、ｅＭＴＣ
　ＵＥによって送信または受信される物理チャネルおよび信号は、６つの隣接ＲＢの予め
規定されたセットを有する１．０８ＭＨｚ狭帯域中に含まれる。
【００１４】
　　［００２６］
　典型的に、ＬＴＥ　ＰＲＳ信号は、ＬＴＥ搬送波の中心リソースブロックにマッピング
される。ＬＴＥ　ＰＲＳリソースブロックの数は、変化することがある。例えば、ＬＴＥ
　ＰＲＳリソースブロックの数は、６、１５、または、ＲＢのいくつかの特定されたより
大きな数であることがある。帯域幅低減低複雑性ＵＥ（例えば、ｅＭＴＣ　ＵＥ）は、６
－ＲＢ幅の信号を受信するかもしれない。しかしながら、低減された帯域幅制限をオフセ
ットしようとして、３ＧＰＰリリース１３は、（例えば、ｅＭＴＣ　ＵＥに対して）異な
る狭帯域間の周波数ホッピングも取り入れている。基地局（例えば、ｅＮＢ）は、例えば
、より広いＬＴＥ送信帯域内の周波数ホッピングのために２つのまたは４つの狭帯域を構
成するかもしれず、第１の狭帯域は、ＬＴＥ送信帯域の中心を占有するかもしれない。上
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記で概要を説明したように、各狭帯域は６ＲＢからなっていてもよい。したがって、送信
されるＰＲＳ信号の周波数は、例えば、構成された（例えば、２つのまたは４つの）狭帯
域を通して、いくつかの予め定められた間隔で「ホップ」してもよく、これは、結果とし
てＰＲＳ周波数ホッピングとなる。
【００１５】
　　［００２７］
　３ＧＰＰリリース１４は、ＦｅＭＴＣのような３ＧＰＰ　ＭＴＣテクノロジーへのさら
なる拡張を想定しており、これは、密集したＲＰＳコンフィギュレーション（例えば、ポ
ジショニング機会毎に連続したＰＲＳサブフレームの数を増加させる）と、より頻繁なＰ
ＲＳ送信（結果として、短いＰＲＳ周期となる）とを可能にし、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣデ
バイスに対する向上したポジショニング精度を可能にする。ＦｅＭＴＣ　ＵＥはまた、オ
プション的に周波数ホッピングを利用して、周波数ダイバーシティを追加してもよい。
【００１６】
　　［００２８］
　従来、ＵＥは、６ミリ秒（ｍｓ）測定ギャップの間、ＰＲＳを測定するかもしれず、６
ミリ秒（ｍｓ）測定ギャップは、４０ｍｓまたは８０ｍｓの周期で生じる。用語「測定ギ
ャップ」は、ＵＥが測定を実行するために使用してもよい期間を指す。アップリンク（Ｕ
Ｌ）送信もダウンリンク（ＤＬ）送信も、測定ギャップの間、スケジューリングされない
。いくつかの例では、ＵＥは、「自律ギャップ」を使用して、測定を実行してもよい。自
律ギャップは、ＵＥが基地局との受信および送信を中止してもよい期間を指す。自律ギャ
ップは、特定の時間制限内に測定を実行するために、ＵＥによって使用してもよい。ｅＭ
ＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥが、ＯＴＤＯＡベースのポジショニングを使用するとき、いくつ
かの状況では、ＰＲＳ測定は、狭帯域中の異なる周波数（周波数内）および／または異な
る搬送波周波数（周波数間）を（ＵＥによって）監視すること、あるいは、に同調させる
ことを伴ってもよい。例えば、ＵＥ担当セルは、周波数ｆ１で動作する周波数レイヤに属
していてもよい一方で、ＰＲＳのまたは支援データセルは、周波数ｆ２で動作する周波数
間レイヤ上に配備される。異なる周波数に渡る周波数ホッピングおよび／または測定によ
り、測定期間はより長くなるかもしれない。例えば、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥは、測
定を行うために、周波数（例えば、ｆ１）における担当セルから新たな周波数（例えば、
ｆ２）に同調し、その後、測定結果を報告するために、担当セル周波数（例えば、ｆ１）
に戻って同調するかもしれず、これは、測定期間を増加させることがある。上記の状況で
は、ＵＥは、より長い測定期間の間、通常のデータまたは制御チャネルに渡って情報を監
視および／交換することができないかもしれず、より長い測定期間は、特定の測定ギャッ
プまたは自律ギャップの期間を超えるかもしれない。さらに、担当基地局（例えば、担当
ｅＮＢ）は、ＵＥがポジショニングのために構成されていることに気付かないかもしれず
、（例えば、測定期間が特定の測定ギャップ期間または特定の自律ギャップ期間を超える
場合）にもデータをＵＥに送信またはユニキャストすることを継続するかもしれず、これ
により、結果としてデータ損失となる。したがって、いくつかの開示する実施形態は、デ
ータ損失の可能性を減少させながら、周波数ホッピングを有するおよび／または周波数間
測定を有する状況におけるポジション決定を促進する。
【００１７】
　　［００２９］
　さらに、密集したＰＲＳコンフィギュレーション（例えば、６ｍｓより長い）を測定す
る、および／または、より頻繁なＰＲＳ送信（４０ｍｓより短いＰＲＳ周期）を測定する
処理能力を有するＵＥ（例えば、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥ）は、データ損失のリスク
なく、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣで利用可能であるかもしれない、より密集したＰＲＳコンフ
ィギュレーションおよび／または増加した頻度のＰＲＳ送信を利用できないかもしれない
。したがって、開示する技術は、ポジション決定を向上させ、密集したＰＲＳコンフィギ
ュレーションを有するおよび／または増加した頻度のＰＲＳ送信を有する状況における、
ロケーション決定のためのＰＲＳ信号の使用を可能にする。
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【００１８】
　　［００３０］
　いくつかの実施形態において、ＵＥは、所望のコンフィギュレーションを有する専用ギ
ャップを要求してもよい。用語「専用ギャップ」は、いくつかの特定のコンフィギュレー
ションを有する（例えば、ＵＥによって要求されるような、および／または、ＵＥ要求に
基づいて、ＢＳによって構成されるような）専用測定ギャップまたは専用自律ギャップを
指していてもよい。自律ギャップは、ＵＥが基地局との受信および送信を中止してもよい
期間を指す。例えば、ＵＥは、一時的に、すべての担当ＢＳまたはｅＮＢとの通信を中止
し、専用自律ギャップを使用して測定を実行してもよい。専用ギャップコンフィギュレー
ションは、専用ギャップ長、専用ギャップ周期、および／または、専用ギャップインスタ
ンスの数、のうちの１つ以上をさらに含んでいてもよい。したがって、専用ギャップは、
期間（ギャップ長）、周期（ギャップ頻度）、および／または、発生の数において、従来
の測定ギャップと従来の自律ギャップと異なっているかもしれない。したがって、専用ギ
ャップは、データ損失のリスクなく、密集したＰＲＳコンフィギュレーションを有する、
および／または、増加した頻度のＰＲＳ送信を有する環境におけるロケーション決定を促
進するかもしれない。対照的に、従来の測定ギャップは、デフォルト測定ギャップ長とデ
フォルト測定ギャップ周期とを有しており、これらは、部分的に、データ損失のリスクに
より、密集したＰＲＳコンフィギュレーションの、および／または、増加した頻度のＰＲ
Ｓ送信の、ＵＥ利用を妨げることがある。用語「専用測定ギャップ」または「専用自律ギ
ャップ」はまた、説明する専用ギャップのタイプを示すためにここで使用されている。
【００１９】
　　［００３１］
　例えば、ＵＥは、ｅＮＢのような基地局からの所望の長さの専用（測定または自律）ギ
ャップを要求してもよい。いくつかの実施形態において、ＵＥによって要求された専用ギ
ャップは、ネットワーク構成専用ギャップと隣接していてもよく、および／または、オー
バーラップしていてもよい。（例えば、ｅＮＢから）専用ギャップコンフィギュレーショ
ンの確認を示す応答を受信すると、ＵＥは、専用ギャップを利用して、ＰＲＳの測定を実
行してもよい。専用ギャップの間、ＵＥは、（ａ）より長い時間（例えば、６ｍｓより長
い）、および／または、（ｂ）より頻繁に（例えば、４０ｍｓより短い周期）ＰＲＳの測
定を実行してもよい。いくつかの実施形態において、ＵＥは、応答において、基地局（例
えば、ｅＮＢ）によって示されるような専用ギャップの間、ＰＲＳ測定を実行してもよい
。例えば、ＢＳによって構成される専用ギャップがＵＥによって要求された専用ギャップ
に一致する場合、ＰＲＳ測定は、これらの期間の間に実行されてもよい。いくつかの実施
形態において、ＵＥ専用ギャップ要求は、さらに、専用ギャップがポジショニング目的の
ために要求されていることを特定していてもよい。いくつかの実施形態において、専用ギ
ャップは、周波数間ＰＲＳ測定のためにＵＥによって利用されてもよい。いくつかの実施
形態において、構成された専用ギャップの間、ＵＥは、データおよび／または制御チャネ
ルを監視しなくてもよく、ならびに／あるいは、ＢＳは、構成された専用ギャップ期間の
間、ＵＥへの送信を止めてもよい。
【００２０】
　　［００３２］
　開示する実施形態は、基地局（例えば、ｅＮＢ）にも関し、基地局（例えば、ｅＮＢ）
は、１つ以上のＵＥから特定の長さの専用ギャップに対する要求を受信してもよい。いく
つかの実施形態において、ＵＥ専用ギャップ要求は、専用ギャップがポジショニング目的
のために要求されていることをさらに特定していてもよい。いくつかの実施形態において
、ＵＥ要求は、専用ギャップが周波数間ＰＲＳ測定のために要求されていることを特定し
ていてもよい。いくつかの実施形態において、基地局（例えばｅＮＢ）は、専用ギャップ
に対する要求が受け入れられたことを、ならびに／あるいは、専用ギャップが適切な長さ
および／または周期で構成されていることを示すメッセージで、応答してもよい。いくつ
かの実施形態において、基地局（例えば、ｅＮＢ）は、専用ギャップに対する要求が受け
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入れられたことを示すメッセージ、ならびに／あるいは、要求された長さおよび／または
要求された周期および／または要求されたインスタンスの数で専用ギャップが構成されて
いるという表示で、応答してもよい。いくつかの実施形態において、基地局は、構成され
た専用ギャップの間、データまたは制御信号をＵＥに送信することを止めてもよい。
【００２１】
　　［００３３］
　図１Ａは、ロケーション支援データまたはロケーション情報の転送を含むロケーション
サービスをＵＥ１２０に提供することが可能なシステム１００を示している。図１Ｂは、
ロケーション支援データまたはロケーション情報の転送を含むロケーションサービスをＵ
Ｅ１２０に提供することが可能な例示的なシステムのアーキテクチャ１７５を示している
。図１Ａおよび図１Ｂにおいて、示すブロックのうちの１つ以上は、論理エンティティに
対応してもよい。図１Ａおよび図１Ｂ中に示す論理エンティティは、物理的に離れていて
もよく、または、論理エンティティのうちの１つ以上は、単一の物理サーバまたはデバイ
ス中に含まれていてもよい。図１Ａおよび図１Ｂ中に示す論理エンティティおよびブロッ
クは、例示的なものにすぎず、論理エンティティ／ブロックに関係付けられている機能は
、開示する実施形態と一致する方法で、さまざまな方法で分割または組み合わせてもよい
。
【００２２】
　　［００３４］
　図１Ａを参照すると、システム１００は、ＵＥ１２０と、拡張サービングモバイルロケ
ーションセンター（Ｅ－ＳＭＬＣ）または別のネットワークエンティティの形態をとって
もよいロケーションサーバ（ＬＳ）１５０との間で、ロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ）ポジショニングプロトコル（ＬＰＰ）またはＬＰＰ拡張（ＬＰＰｅ）のメッセージ
のようなメッセージを使用して、ロケーション支援データまたはロケーション情報の転送
をサポートしてもよい。ロケーション情報の転送は、ＵＥ１２０と、ＬＳ１５０または他
のエンティティにの両方に適切なレートで生じてもよい。さらに、ＬＰＰアネックス（Ｌ
ＰＰａ）プロトコルを、ＬＳ１５０（例えば、Ｅ－ＳＭＬＣ）と基地局１４０（例えば、
ｅＮＢ）との間の通信のために使用してもよい。
【００２３】
　　［００３５］
　ＬＰＰはよく知られており、さまざまな公に入手可能な３ＧＰＰ技術仕様書（例えば、
「ＬＴＥポジショニングプロトコル」と題される３ＧＰＰ技術仕様書（ＴＳ）３６．３５
５）において説明されている。いくつかの実施形態において、システム１００は、進化型
パケットシステム（ＥＰＳ）の一部を形成し、備え、または、含んでいてもよく、進化型
パケットシステム（ＥＰＳ）は、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ）および進化型パケットコア（ＥＰＣ）を備えていてもよい。ＬＰＰｅは、オー
プンモバイルアライアンス（ＯＭＡ）によって（例えば、「ＬＰＰ拡張仕様」と題される
ＯＭＡ－ＴＳ－ＬＰＰｅ－Ｖｌ＿０において）規定されており、各組み合わされたＬＰＰ
／ＬＰＰｅメッセージが、組み込まれたＬＰＰｅメッセージを備えるＬＰＰメッセージで
あるように、ＬＰＰｅは、ＬＰＰとの組み合わせにおいて使用してもよい。ＬＰＰａは、
「ＬＴＥポジショニングプロトコルＡ」と題される、公に入手可能な３ＧＰＰ　ＴＳ３６
．４５５文書中で説明されている。一般的に、ＬＰＰおよびＬＰＰｅのようなポジショニ
ングプロトコルを使用して、ポジション決定を調整し、制御してもよい。ポジショニング
プロトコルは、（ａ）ＬＳ１５０および／またはＵＥ１２０によって実行されてもよいポ
ジショニング関連手順、ならびに／あるいは、（ｂ）ＬＳ１５０とＵＥ１２０との間のポ
ジショニングに関連する通信またはシグナリングを規定できる。ＬＰＰａのケースでは、
プロトコルは、ＬＳ１５０（例えば、Ｅ－ＳＭＬＣ）とＢＳ１４０（例えば、ｅＮＢ）と
の間で使用され、ＬＳ１５０が、ＢＳ１４０に対するコンフィギュレーション情報（例え
ば、送信されるＰＲＳ信号の詳細）と、ＢＳ４０によってなされたＵＥ１２０のポジショ
ニング測定とを要求して、受信することを可能にしてもよい。
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【００２４】
　　［００３６］
　簡略化のために、１つのＵＥ１２０、４つの基地局、および、ＬＳ１５０のみが、図１
Ａ中に示されている。一般的に、システム１００は、追加のネットワーク１３０、ＬＣＳ
クライアント１６０、ＵＥ１２０、サーバ１５０、および、基地局１４０とともに、１４
５－ｋ（０≦ｋ≦Ｎｃｅｌｌ、ここで、Ｎｃｅｌｌはセルの数である）によって示される
複数のセルを備えていてもよい。システム１００は、ここで開示する実施形態と一致する
方法で、セル１４５－２のようなスモールセル（例えば、フェムトセル）とともに、セル
１４５－１、１４５－３、および１４５－４のようなマクロセルを含む、セルの混合をさ
らに備えていてもよい。
【００２５】
　　［００３７］
　ＵＥ１２０は、ポジショニングおよびロケーションサービスをサポートする１つ以上の
ネットワーク１３０を通して、ＬＳ１５０とワイヤレスに通信することが可能であっても
よく、これは、ＯＭＡによって規定されたセキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰ
Ｌ）ロケーションソリューションを、および、ＬＴＥ担当ネットワークによる使用のため
に３ＧＰＰによって規定された制御プレーンロケーションソリューションを含んでいても
よいが、これらに限定されない。
【００２６】
　　［００３８］
　制御プレーン（ＣＰ）ポジショニングにおいて、ポジショニングイベントを開始するた
めに使用されるシグナリングと、ポジショニングイベントに関連するシグナリングは、セ
ルラネットワークの制御チャネルを通して生じる。ＣＰポジショニングにおいて、ロケー
ションサーバは、Ｅ－ＳＭＬＣを含んでいてもよく、または、この形態をとっていてもよ
い。
【００２７】
　　［００３９］
　セキュアユーザプレーンロケーション（ＳＵＰＬ）ポジショニングのようなユーザプレ
ーン（ＵＰ）ポジショニングにおいて、ロケーションベースサービス（ＬＢＳ）機能を開
始して、実行するためのシグナリングは、ユーザデータチャネルを利用してもよく、ユー
ザデータとして現れてもよい。ＵＰポジショニングにおいて、ロケーションサーバは、Ｓ
ＵＰＬロケーションプラットフォーム（ＳＬＰ）を含んでいてもよく、この形態をとって
いてもよい。
【００２８】
　　［００４０］
　例えば、ロケーションサービス（ＬＣＳ）は、ＬＳ１５０にアクセスしてＵＥ１２０の
ロケーションに対する要求を発行する、ＬＣＳクライアント１６０の代わりに実行しても
よい。ＬＳ１５０は、その後、ＵＥ１２０に対するロケーション推定により、ＬＣＳクラ
イアント１６０に応答してもよい。ＬＣＳクライアント１６０はまた、例えば、ＬＳ１５
０およびＵＥ１２０によって使用されるロケーションソリューションがＳＵＰＬであると
き、ＳＵＰＬエージェントとして知られていてもよい。いくつかの実施形態において、Ｕ
Ｅ１２０は、ロケーション要求をＵＥ１２０内のいくつかのポジショニング可能機能に発
行し、後にＵＥ１２０に対するロケーション推定を受信してもよい（図１Ａ中に示されて
いない）ＬＣＳクライアントまたはＳＵＰＬエージェントも含んでいてもよい。ＵＥ１２
０内のＬＣＳクライアントまたはＳＵＰＬエージェントは、ＵＥ１２０のユーザに対する
ロケーションサービスを－例えば、ナビゲーション方向を提供すること、または、ＵＥ１
２０の付近内で関心のあるポイントを識別することを実行してもよい。いくつかの実施形
態において、ＬＳ１５０は、ＳＵＰＬロケーションプラットフォーム（ＳＬＰ）、Ｅ－Ｓ
ＭＬＣ、サービングモバイルロケーションセンター（Ｅ－ＳＭＬＣ）、ゲートウェイモバ
イルロケーションセンター（ＧＭＬＣ）、ポジション決定エンティティ（ＤＰＥ）、スタ



(14) JP 2020-530693 A 2020.10.22

10

20

30

40

50

ンドアローンＳＭＬＣ（ＳＡＳ）、および／または、これらに類するものであってもよい
。
【００２９】
　　［００４１］
　図１Ａ中に図示するように、ＵＥ１２０は、ネットワーク３１０と基地局１４０を通し
てＬＳ１５０と通信してもよく、基地局１４０は、ネットワーク１３０と関係付けられて
いてもよい。ＵＥ１２０は、ポジション決定のために使用してもよい、基地局１４０から
の信号を受信して測定してもよい。例えば、ＵＥ１２０は、セル１４５－１、１４５－２
、１４５－３、および、１４５－４にそれぞれ関係付けられていてもよい、基地局１４０
－１、１４０－２、１４０－３、および／または、１４０－４のうちの１つ以上からの信
号を受信して測定してもよい。いくつかの実施形態では、基地局１４０は、ワイヤレス通
信ネットワークの一部を形成していてもよく、これは、ワイヤレス広域ネットワーク（Ｗ
ＷＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、ワイヤレスパーソナル
エリアネットワーク（ＷＰＡＮ）、等であってもよい。
【００３０】
　　［００４２］
　ＷＷＡＮは、３ＧＰＰ　ＭＴＣテクノロジーに対するサポートを有するもののような、
セルラネットワークであってもよい。ＷＷＡＮは、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ｍ、および／または
、その変形に基づいたネットワークを含んでいてもよい。ＬＴＥ－ＭまたはｅＭＴＣは、
ＬＴＥに基づいており、ＩｏＴデバイスとＢＬ　ＵＥに対するサービスをサポートするた
めの特徴を組み込んでいる。ＬＴＥ－Ｍ／ｅＭＴＣは、ＬＴＥ物理の一部分を再使用し、
基地局（例えば、ｅＮＢ１４０－１）を適切に構成することにより、既存のＬＴＥネット
ワーク上に配備できる。さらに、ｅＭＴＣ　ＵＥ（例えば、ＵＥ１２０）によって送信ま
たは受信される物理チャネルと信号は、（１．４ＭＨＺの搬送波帯域幅を有する）より狭
い帯域幅（例えば、１．０８ＭＨｚ）中に含まれていてもよく、１Ｍｂｐｓまでのデータ
レートを促進する。したがって、（「カテゴリＭ１　ＵＥ」とも呼ばれる）ｅＭＴＣ　Ｕ
Ｅは、「狭帯域」と呼ばれる新たな周波数帯域内で動作する。ｅＭＴＣ狭帯域は、６つの
連続するリソースブロックの予め規定されたセットを含んでいてもよい。３ＧＰＰリリー
ス１４は、ＦｅＭＴＣのような３ＧＰＰ　ＭＴＣテクノロジーへの拡張を想定しており、
ＦｅＭＴＣは、密集したＲＰＳコンフィギュレーション（例えば、ポジショニング機会毎
に連続したＰＲＳサブフレームの数を増加させる）と、より頻繁なＰＲＳ送信（短いＰＲ
Ｓ周期となる）とを可能にし、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣデバイスに対する向上したポジショ
ニング精度を可能にする。（「カテゴリＭ２　ＵＥ」とも呼ばれる）ＦｅＭＴＣ　ＵＥは
また、オプション的に周波数ホッピングを利用して、周波数ダイバーシティを追加しても
よい。
【００３１】
　　［００４３］
　ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）は、例えば、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）
８０２．３ｘネットワークであってもよい。ＷＬＡＮは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｘネット
ワークであってもよい。ＷＰＡＮは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１５ｘ、または、他のいくつかのタイプのネットワークであってもよい。
【００３２】
　　［００４４］
　図１Ｂは、ロケーション支援データまたはロケーション情報の転送を含むロケーション
サービスをＵＥ１２０に提供可能な例示的なシステムのアーキテクチャ１７５を示してい
る。簡略化のために、図１Ｂ中では、１つのＵＥ１２０、ｅＮＢ１４０－１、および、Ｌ
Ｓ１５０だけが示されている。一般的に、アーキテクチャは、ここで開示する実施形態と
一致する方法で、複数のＵＥ、ｅＮＢ等を備えていてもよい。さらに、図１Ｂにおいて、
Ｅ－ＳＭＬＣ１５５、モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ）１１５、および、
ゲートウェイモビリティロケーションセンター（ＧＭＬＣ）１５２の機能性を潜在的に含
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むようにＬＳ１５０が（破線を使用して）示されている。しかしながら、上記で概要を説
明したように、図１中に示した論理エンティティとブロックは、例示にすぎず、論理エン
ティティ／ブロックに関係付けられている機能は、開示する実施形態と一致する方法で、
さまざまな方法で分割または組み合わせてもよい。
【００３３】
　　［００４５］
　図１Ｂは、ｅＮＢ１４０－１、ＭＭＥ１１５、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５、および、ＧＭＬＣ
１５２を示している。図１中に示すように、ＵＥ１２０は、無線インターフェースＬＴＥ
－Ｕｕ１２５を通して、ｅＮＢ１４０－１からワイヤレス通信を受信できてもよい。無線
インターフェースＬＴＥ－Ｕｕ１２５は、ＵＥ１２０とｅＮＢ１４０－１との間で使用し
てもよい。いくつかの実施形態において、ｅＮＢ１４０－１は、ＰＲＳ信号を送信するよ
うに構成されていてもよく、ＰＲＳ信号は、ＵＥ１２０によって受信されてもよい。いく
つかの実施形態において、ｅＮＢ１４０－１は、ｅＮＢ１４０に対する、利用可能な物理
セル識別子（ＰＣＩ）におよび／またはＰＲＳ信号コンフィギュレーションに関して、（
図１Ｂ中に示していない）動作およびメンテナンス（Ｏ＆Ｍ）システムと通信してもよい
。
【００３４】
　　［００４６］
　ＬＴＥリリース９中で概要を説明しているように、ｅＮＢ１４０－１は、１６０、３２
０、６４０、または、１２８０サブフレームのうちの１つの周期でＰＲＳを送信してもよ
く、各ポジショニング機会の期間は、１、２、４、または、６サブフレームのうちの１つ
であってもよい。いくつかの実施形態において、ＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬＣ１５５は
、ＯＴＤＯＡ支援情報をＵＥ１２０に提供してもよく、これは、ＵＥ１２０によるＰＲＳ
測定を促進してもよい。
【００３５】
　　［００４７］
　いくつかの実施形態において、ｅＮＢ１４０－１によって送信されるＰＲＳ信号は、さ
らに、ＬＴＥおよび／またはＬＴＥ　ＭＴＣ（例えば、ＬＴＥリリース１３／ｅＭＴＣお
よび／またはＬＴＥリリース１４／ＦｅＭＴＣ）標準規格に準拠していてもよい。ｅＮＢ
１４０－１によって送信される信号が、ＬＴＥ－Ｍ（例えば、ＬＴＥリリース１３／ｅＭ
ＴＣ、および／または、ＬＴＥリリース１４／ＦｅＭＴＣ）に準拠するとき、ＰＲＳは、
１０、２０、４０、８０、１６０、３２０、６４０、または、１２８０サブフレームのう
ちの１つの周期で送信されてもよく、各ポジショニング機会の期間は、２、４、６、１０
、２０、４０、８０、または１６０サブフレームのうちの１つであってもよい。
【００３６】
　　［００４８］
　いくつかの事例では、ＢＬ　ＵＥまたはＭＴＣ　ＵＥまたはＦｅＭＴＣ　ＵＥのような
ＵＥ１２０は、４０ｍｓの周期で生じる、６ｍｓの従来の測定ギャップの間、ＰＲＳを測
定してもよい。しかしながら、ＰＲＳブロードキャストが、密集したＰＲＳコンフィギュ
レーション（例えば、ポジショニング機会毎に増加した数の連続ＰＲＳサブフレーム）を
および／またはより頻繁なＰＲＳ送信（短いＰＲＳ周期）を含むとき、ＵＥ１２０（例え
ば、ｅＭＴＣ　ＵＥおよび／またはＦｅＭＴＣ　ＵＥ）は、ｅＮＢ１４０－１からの（例
えば、ＵＥ信号環境、処理能力、および／または、所望のポジショニング精度のうちの１
つ以上に基づく）適切な長さの専用（自律または測定）ギャップを要求してもよい。いく
つかの実施形態において、ＵＥ１２０は、ｅＮＢ１４０－１からの所望の長さの専用測定
ギャップを要求してもよく、周波数間ＰＲＳ測定のために専用測定ギャップが要求されて
いることを特定してもよい。
【００３７】
　　［００４９］
　いくつかの実施形態において、ＵＥによって要求される専用測定ギャップは、ネットワ
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ーク構成測定ギャップと隣接していてもよく、および／または、オーバーラップしていて
もよい。ｅＮＢ１４０－１から専用ギャップのコンフィギュレーションを示す応答を受信
すると、ＵＥ１２０は、専用ギャップを利用して、ＰＲＳ測定を実行してもよい。ＵＥ１
２０（例えば、ＢＬ　ＵＥまたはＭＴＣ　ＵＥまたはＦｅＭＴＣ　ＵＥ）は、（ａ）より
長い時間（例えば、６ｍｓより長い）、および／または（ｂ）、より頻繁に（例えば、８
０ｍｓまたは４０ｍｓより短い周期で）、ＰＲＳ測定を実行してもよい。いくつかの実施
形態において、ＵＥ１２０は、応答において、ｅＮＢ１４０－１によって示されるような
専用ギャップの間、ＰＲＳ測定を実行してもよい。例えば、専用ギャップがＵＥ１２０に
よって要求された専用ギャップに一致するとき、ＰＲＳ測定は、これらの期間の間に実行
してもよい。いくつかの実施形態において、専用ギャップがポジショニング目的のために
要求されていることをＵＥ要求が特定してもよい。いくつかの実施形態において、専用ギ
ャップはまた、周波数間ＰＲＳ測定を促進するために、ＵＥ１２０によって利用されても
よい。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、専用ギャップの間にデータも制御チ
ャネルも監視しなくてもよい。
【００３８】
　　［００５０］
　逆に、ｅＮＢ１４０－１は、ＵＥ１２０－１から特定の長さの専用ギャップに対する要
求を受信してもよい。いくつかの実施形態において、受信したＵＥ要求は、専用ギャップ
がポジショニング目的のために要求されていることをさらに特定してもよい。いくつかの
実施形態において、受信した要求は、専用ギャップが周波数間ＰＲＳ測定のために要求さ
れていることを特定してもよい。いくつかの実施形態において、専用ギャップに対する要
求が受け入れられたことを、ならびに／あるいは、いくつかの特定の専用ギャップ長およ
び／または専用ギャップ周期により、専用ギャップが構成されていることを示すメッセー
ジを送信することによって、ｅＮＢ１４０－１はＵＥ１２０に応答してよい。いくつかの
実施形態において、専用ギャップに対する要求が受け入れられたことを、ならびに／ある
いは、要求された長さおよび／または要求された周期により、専用ギャップが構成されて
いることを示すメッセージを送信することによって、ｅＮＢ１４０－１は応答してもよい
。いくつかの実施形態において、ｅＮＢは、構成された専用ギャップの間、ＵＥへの送信
を止めてもよい。いくつかの実施形態において、専用ギャップの間、ＵＥ１２０がデータ
および制御チャネルに関する送信を監視するおよび／またはこれに応答することをｅＮＢ
は予想しなくてもよい。
【００３９】
　　［００５１］
　いくつかの実施形態において、ｅＮＢ１４０は、ＭＭＥとｅＮＢとの間の（「Ｓ１アプ
リケーションプロトコル」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．４１３において規定されている
）Ｓ１インターフェース１４２を通して、モビリティマネジメントエンティティ（ＭＭＥ
）１１５と通信してもよい。いくつかの実施形態において、ＳＩインターフェース１４２
は、ＳＩ　ＣＰインターフェースとＳＩ　ＵＰインターフェースとを含んでいてもよい。
ＭＭＥ１１５は、ＵＥ１２０に対してロケーションサービスを提供するために、Ｅ－ＳＭ
ＬＣ１５５のようなロケーションサーバとのロケーションセッションをサポートしてもよ
い。
【００４０】
　　［００５２］
　いくつかの実施形態において、ＭＭＥ１１５およびＥ－ＳＭＬＣ１５５は、ＳＬｓイン
ターフェース１３０を通して通信してもよい。ＵＥ１２０は、ＬＣＳ関連メッセージ（例
えば、ＬＰＰおよび／またはＬＰＰ／ＬＰＰｅメッセージ）をＥ－ＳＭＬＣ１５５と交換
して、ロケーションサービスを取得してもよい。ＬＣＳ関連メッセージは、ｅＮＢ１４０
とＭＭＥ１１５とを通して転送されてもよい。いくつかの実施形態において、ＭＭＥ１１
５はまた、セル内のＵＥ／加入者モビリティをサポートするとともに、セル／ネットワー
ク間のモビリティに対してサポートしてもよい。
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【００４１】
　　［００５３］
　いくつかの実施形態において、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５は、ＵＥ１２０の（ネットワークベ
ースのまたはＵＥが支援した）ロケーションを決定してもよい。Ｅ－ＳＭＬＣ１５５は、
（ＵＥ１２０によって提供されてもよい）ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）のような無
線信号の測定を使用して、ＵＥ１２０のロケーションを決定することを手助けしてもよい
。いくつかの実施形態において、ＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬＣ１５５は、ＯＴＤＯＡ支
援情報を含むロケーション支援情報をＵＥ１２０に提供してもよく、これは、ＵＥ１２０
によるＰＲＳ測定を促進してもよい。いくつかの実施形態において、ＭＭＥ１５０は、Ｓ
Ｌｇインターフェース１３５を通して、ゲートウェイモビリティロケーションセンター（
ＧＭＬＣ）１４５と通信してもよい。
【００４２】
　　［００５４］
　いくつかの実施形態において、ＧＭＬＣ１５２は、ＬＣＳクライアント１６０のような
外部クライアントへのインターフェースを提供してもよい。ＬＣＳクライアント１６０は
、ＵＥ１２０のロケーションを要求して、ロケーションベースサービス（ＬＢＳ）をサポ
ートしてもよい。いくつかの実施形態において、ＧＭＬＣ１５２は、ＬＣＳクライアント
１６０とインターフェースすることをサポートし、ＬＢＳをサポートするために必要とさ
れる機能性を含んでいてもよい。ＧＭＬＣ１５２は、ＬＣＳクライアント１６０からのＵ
Ｅ１２０に関連するポジショニング要求を、ＳＬｇインターフェース１３５を通して、Ｕ
Ｅ１２０にサービス提供するＭＭＥ１１５に転送してもよい。ＧＭＬＣ１５２はまた、Ｕ
Ｅ１２０に対するロケーション推定をＬＣＥクライアント１６０に転送してもよい。
【００４３】
　　［００５５］
　したがって、図１Ｂ中において、例として、ＬＣＳクライアント１６０は、ロケーショ
ンサービス要求を開始して、ＵＥ１２０のロケーションを決定してもよい。ロケーション
サービス要求は、ＧＭＬＣ１５２によってＭＭＥ１１５に転送されてもよい。ＭＭＥ１１
５は、要求をＥ－ＳＭＬＣ１５５に転送してもよく、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５は、要求を処理
し、（例えば、ｅＮＢ１４０－１を介して）ＵＥ１２０と通信し、ＲＳＴＤ測定を要求し
てもよい。いくつかの例において、ＵＥ１２０は、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５からの、ＰＲＳ測
定のためのＯＴＤＯＡ支援情報を要求してもよい。Ｅ－ＳＭＬＣ１５５は、要求されたＯ
ＴＤＯＡ支援データにより応答してもよい。いくつかの例において、ＵＥ１２０は、Ｅ－
ＳＭＬＣ１５５からの専用測定ギャップを要求して、要求された測定を実行してもよい。
いくつかの実施形態において、ｅＮＢ１４０－１は、ＯＴＤＯＡ支援情報を有するおよび
／または専用測定ギャップが構成されたことを示すメッセージをＵＥ１２０に送信するこ
とにより応答してもよい。
【００４４】
　　［００５６］
　ＵＥ１２０は、その後、（構成されたような）専用測定ギャップにおいて要求された測
定を実行し、（例えば、ｅＮＢ１４０－１を介して）ＲＳＴＤ測定をＥ－ＳＭＬＣ１５５
に送信してもよく、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５は、ＲＳＴＤ測定に基づいてＵＥ１２０のポジシ
ョンを推定してもよい。Ｅ－ＳＭＬＣは、ＵＥ１２０の推定されたポジションをＭＭＥ１
１５に送ってもよく、ＭＭＥ１１５は、ＬＣＳクライアント１６０への送信のために、結
果をＧＭＬＣ１５２に転送してもよい。例えば、ＵＥ１２０は、基準信号に関して、（ｅ
ＮＢ１４０のような）複数の基地局からのダウンリンク（ＤＬ）ＰＲＳ信号の到着時間に
おける差を測定してもよい。例えば、基地局１４０－１からの基準信号は、時間ｔ１で受
信され、基地局１４０－３からの信号は、時間ｔ２で受信され、ＲＳＴＤはｔ２－ｔ１に
よって与えられる。一般的に、ｔ２およびｔ１は、到着時間（ＴＯＡ）測定値として知ら
れている。
【００４５】
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　　［００５７］
　図２Ａは、ＰＲＳ機会を有する例示的なＬＴＥフレームの構造を示している。図２Ａに
おいて、時間はＸ（水平）軸上に示されている一方で、周波数はＹ（垂直）軸上に示され
ている。図２Ａ中に示すように、ダウンリンクおよびアップリンクＬＴＥ無線フレーム２
１０は、それぞれ１０ｍｓ期間のものである。ダウンリンク周波数分割デュプレックス（
ＦＤＤ）モードに対して、無線フレーム２１０は、それぞれ１ｍｓ期間の１０サブフレー
ム２１２に編成される。各サブフレーム２１２は、２つのスロット２１４を備え、それぞ
れ０．５ｍｓの期間である。
【００４６】
　　［００５８］
　周波数ドメインにおいて、利用可能な帯域幅は、均一に間隔を空けた直交副搬送波２１
６に分割されてもよい。例えば、１５ＫＨｚの間隔を使用する通常の長さのサイクリック
プレフィックスに対して、副搬送波２１６は、１２のグループにグループ化されてもよい
。図３Ａ中の、１２の副搬送波２１６を備える各グルーピングは、リソースブロックと呼
ばれ、上記の例においてリソースブロック中の副搬送波の数は、
【数１】

として書かれている。所定のチャネル帯域幅に対して、送信帯域幅コンフィギュレーショ
ン２２２とも呼ばれる、各チャネル２２２上で利用可能なリソースブロックの数は、
【数２】

によって与えられている。例えば、上記の例の３ＭＨｚのチャネル帯域幅に対して、各チ
ャネル２２２上で利用可能なリソースブロックの数は
【数３】

によって与えられる。
【００４７】
　　［００５９］
　図１Ａを参照すると、いくつかの実施形態において、セル１４５－１～１４５－４にそ
れぞれ対応する基地局１４０－１～１４０－４が、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）を
送信してもよい。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）リリース９において
規定されているＬＴＥ　ＰＲＳは、ポジショニング機会にグループ化される特別なポジシ
ョニングサブフレーム中で、基地局によって送信される。例えば、ＬＴＥ　ＰＲＳにおい
て、ポジショニング機会ＮＰＲＳは、１、２、４、または、６つの連続ポジショニングサ
ブフレーム（ＮＰＲＳ∈｛１、２、４、６｝）を備えることができ、１６０、３２０、６
４０、または、１２８０ミリ秒間隔で周期的に生じてもよい。図２Ａ中に示す例では、連
続するポジショニングサブフレーム１８の数は４であり、ＮＰＲＳ＝４として書かれてい
る。ポジショニング機会は、図２Ａ中でＴＰＲＳ２２０として示されているＰＲＳ周期で
繰り返される。いくつかの実施形態において、ＴＰＲＳ２２０は、連続するポジショニン
グ機会の開始間のサブフレームの数に関して測定されていてもよい。
【００４８】
　　［００６０］
　各ポジショニング機会内で、ＰＲＳは、一定の電力で送信される。ＰＲＳはまた、ゼロ
電力で送信することができる（すなわち、ミュートされる）。セル間のＰＲＳパターンが
オーバーラップするとき、定期的にスケジューリングされているＰＲＳ送信をオフにする
ミューティングは有益である。ミューティングは、ＵＥ１２０によるシグナリング捕捉を
支援する。ミューティングは、特定のセル中の所定のポジショニング機会に対するＰＲＳ
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て、ＵＥ１２０にシグナリングしてもよい。例えば、ミューティングパターンをシグナリ
ングするビットストリングにおいて、ポジションｊにおけるビットが「０」に設定される
場合、ＵＥは、ｊ番目のポジショニング機会に対してＰＲＳがミュートされることを推測
してもよい。
【００４９】
　　［００６１］
　ＰＲＳの可聴性をさらに向上させるために、ポジショニングサブフレームは、ユーザデ
ータチャネルなしで送信される低干渉サブフレームであってもよい。結果として、理想的
な同期ネットワークにおいて、ＰＲＳは、データ送信からではなく、同じＰＲＳパターン
インデックスを有する（すなわち、同じ周波数シフトを有する）他のセルＰＲＳから干渉
を受けるかもしれない。例えば、ＬＴＥにおける周波数シフトは、物理セル識別子（ＰＣ
Ｉ）の関数として規定され、結果として、６つの有効な周波数再使用ファクターとなる。
【００５０】
　　［００６２］
　連続するポジショニングサブフレームの数、周期、ミューティングパターン等のような
ＰＲＳコンフィギュレーションパラメータを、ネットワーク１３０によって構成してもよ
く、ＯＴＤＯＡ支援データの一部として、（例えば、ＬＳ１５０によって）ＵＥ１２０に
シグナリングしてもよい。例えば、ＵＥ１２０とＬＳ１５０との間のＬＰＰまたはＬＰＰ
ｅメッセージを使用して、ＯＴＤＯＡ支援データを含むロケーション支援データを転送し
てもよい。ＯＴＤＯＡ支援データは、基準セル情報および隣接セルリストを含んでいても
よい。基準セルと隣接セルリストは、それぞれ、セルのＰＣＩとともに、セルに対するＰ
ＲＳコンフィギュレーションパラメータを含んでいてもよい。
【００５１】
　　［００６３］
　ＯＴＤＯＡ支援データは、通常、「基準セル」に関する、１つ以上の「隣接セル」また
は「隣接するセル」に対して提供される。例えば、ＯＴＤＯＡ支援データは、「予想され
たＲＳＴＤ」パラメータを含んでいてもよく、これは、予想されるＲＳＴＤパラメータの
不確実性とともに、その現在のロケーションにおいてＵＥが測定することが予想されるＲ
ＳＴＤ値についての情報をＵＥに提供する。予想されるＲＳＴＤは不確実性とともに、し
たがって、ＵＥがＲＳＴＤ値を測定することが予想される、ＵＥに対するサーチウインド
ウを規定する。ＯＴＤＯＡ支援データ隣接セルリスト中のセルに対する「予想されるＲＳ
ＴＤ」は、通常、ＯＴＤＯＡ支援データ基準セルに関して提供される。ＯＴＤＯＡ支援情
報は、ＰＲＳコンフィギュレーション情報パラメータも含んでいてもよく、これは、ＴＯ
Ａを測定するために、ＵＥが、さまざまなセルから受信した信号上でＰＲＳポジショニン
グ機会がいつ生じるかを決定することと、さまざまなセルから送信されたＰＲＳシーケン
スを決定することとを可能にする。
【００５２】
　　［００６４］
　図２Ｂは、システムフレーム番号（ＳＦＮ）と、セル特有サブフレームオフセットと、
ＰＲＳ周期ＴＰＲＳ２２０との間の関連を図示している。典型的に、セル特有ＰＲＳサブ
フレームコンフィギュレーションは、ＯＴＤＯＡ支援データ中に含まれる「ＰＲＳコンフ
ィギュレーションインデックス」ＩＰＲＳによって規定される。ポジショニング基準信号
の送信に対する、セル特有サブフレームコンフィギュレーション期間とセル特有サブフレ
ームオフセットは、以下の表１中にリストアップされている３ＧＰＰリリース９仕様書中
のＩＰＲＳに基づいて規定される。
【００５３】
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【表１】

【００５４】
　　［００６５］
　ＰＲＳコンフィギュレーションは、ＰＲＳを送信するセルのシステムフレーム番号（Ｓ
ＦＮ）を参照して規定される。ダウンリンクサブフレームの最初のサブフレームは、
【数４】

を満たし、ここで、
　ｎｆは、０≦ＳＦＮ≦１０２３であるＳＦＮであり、
　ｎｓは、０≦ｎｓ≦１９である無線フレームのスロット番号であり、
　ＴＰＲＳは、ＰＲＳ期間であり、
　ΔＰＲＳは、セル特有のサブフレームオフセットである。
【００５５】
　　［００６６］
　図２Ｂ中に示すように、セル特定サブフレームオフセットΔＰＲＳ２５２は、システム
フレーム番号０、スロット番号０　２５０から開始してＰＲＳポジショニング機会の開始
まで送信されるサブフレームの数に関して規定されていてもよい。図２Ｂにおいて、連続
するサブフレームの数２１８、ＮＰＲＳ＝４である。
【００５６】
　　［００６７］
　いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、ＯＴＤＯＳ支援データ中でＰＲＳコンフ
ィギュレーションインデックスＩＰＲＳを受信し、ＵＥ１２０は、表１を使用して、ＰＲ
Ｓ周期ＴＰＲＳ２２０とＰＲＳサブフレームオフセットΔＰＲＳ２５２を決定してもよい
。フレームとスロットタイミング、すなわち、セル１４５－ｋに対する、ＳＦＮとスロッ
ト番号（ｎｆ、ｎｓ）についての情報を取得すると、ＰＲＳがセル１４５－ｋでスケジュ
ーリングされるとき、ＵＥ１２０は、フレームとスロットを決定してもよい。ＯＴＤＯＡ
支援データは、ＬＳ１５０によって決定され、基準セルに対する支援データと、隣接セル
の数とを含む。
【００５７】
　　［００６８］
　典型的に、ネットワーク１３０におけるすべてのセル１４５からのＰＲＳ機会は時間的
に整列する。ＳＦＮ同期ネットワークでは、すべての進化型ノードＢ（ｅＮＢ）は、フレ
ーム境界とシステムフレーム番号の両方において整列する。したがって、ＳＦＮ同期ネッ
トワークでは、すべてのセルが同じＰＲＳコンフィギュレーションインデックスを使用す
る。一方、ＳＦＮ非同期ネットワークでは、すべてのｅＮＢは、システムフレーム番号で
はなく、フレーム境界において整列する。したがって、ＳＦＮ非同期ネットワーでは、各
セルに対するＰＲＳコンフィギュレーションインデックスは、ＰＲＳ機会が時間的に整列
するようにネットワークによって構成される。
【００５８】
　　［００６９］
　ＵＥ１２０が支援データセルのうちの少なくとも１つの支援データセルのセルタイミン
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グ（例えば、ＳＦＮまたはフレーム番号）を取得することができる場合、ＵＥ１２０は、
支援データセルのＰＲＳ機会のタイミングを決定してもよい。他の支援データセルのタイ
ミングは、その後、例えば、異なるセルからのＰＲＳ機会がオーバーラップするという仮
定に基づいて、ＵＥ１２０によって導出されてもよい。
【００５９】
　　［００７０］
　ＰＲＳが送信されるフレームおよびスロットを計算するために、ＵＥ１２０は、ＯＴＤ
ＯＡ支援データ中の基準または隣接セルのうちの１つのセルタイミング（ＳＦＮ）を取得
してもよい。例えば、ＬＰＰ中で特定されるように、ＵＥ１２０を担当するセル（担当セ
ル）は、基準セルとして、または、支援データ隣接セルとして、ＯＴＤＯＡ支援データ中
に含まれていてもよい。なぜなら、担当セルのＳＦＮは、常にＵＥ１２０に知られている
からである。
【００６０】
　　［００７１］
　さらに、上述したように、ＰＲＳは、あるサブフレーム中でミュートされてもよい。Ｌ
ＰＰによって特定されるような、セルのＰＲＳミューティングコンフィギュレーションは
、周期ＴＲＥＰを有する周期的ミューティングシーケンスによって規定され、ここで、Ｐ
ＲＳポジショニング機会の数に関してカウントされるＴＲＥＰは、２、４、８、または、
１６とすることができる。ＰＲＳミューティングシーケンスの最初のビットは、支援デー
タ基準セルＳＦＮ＝０の開始の後に開始する最初のＰＲＳポジショニング機会に対応する
。ＰＲＳミューティングコンフィギュレーションは、（選択したＴＲＥＰに対応する）長
さ２、４、８、または、１６ビットのビットストリングによって表わされ、このビットス
トリング中の各ビットは、値「０」または「１」を有することができる。ＰＲＳミューテ
ィング中のビットが「０」に設定されている場合、ＰＲＳは、対応するＰＲＳポジショニ
ング機会でミュートされる。したがって、ＯＴＤＯＡに対して、ＵＥ１２０によるＰＲＳ
ポジショニングは、基準セルのセルタイミング（ＳＦＮ）を取得することを促進する。
【００６１】
　　［００７２］
　したがって、（例えば、リリース９におけるような）ＬＴＥ　ＰＲＳにおいて、周期的
なポジショニング機会は、１６０、３２０、６４０、または、１２８０サブフレームのう
ちの１つの周期で生じ、各ポジショニング機会の長さは、１、２、４、または、６サブフ
レームのうちの１つである。さらに、ＬＴＥにおいて、ＰＲＳは、ＬＴＥ搬送波の中心で
固定されていてもよく、ミューティングは、各ビットが１つのポジショニング機会に適用
されている、２、４、８、または、１６ビットのビットストリングを使用して達成しても
よい。
【００６２】
　　［００７３］
　ＬＴＥ－ＭまたはｅＭＴＣは、ＬＴＥに基づいており、ＩｏＴデバイスおよびＢＬ　Ｕ
Ｅに対するサービスをサポートするための特徴を組み込んでいる。ＬＴＥ－Ｍ／ｅＭＴＣ
は、ＬＴＥ物理レイヤ手順の一部分を再使用し、基地局（例えば、ｅＮＢ１４０－１）を
適切にコンフィギュレーションすることによって、既存のＬＴＥネットワーク上に配備す
ることができる。さらに、ＭＴＣ　ＵＥによって送信または受信される物理チャネルおよ
び信号は、（１．４ＭＨＺの搬送波帯域幅を有する）より狭い（例えば、１．０８ＭＨｚ
）帯域幅中に含まれていてもよく、１Ｍｂｐｓまでのデータレートを促進する。したがっ
て、ｅＭＴＣ　ＵＥは、「狭帯域」と呼ばれる新たな周波数帯域内で動作する。ｅＭＴＣ
狭帯域は、６つの連続するリソースブロックの予め定められたセットを含んでいてもよい
。ｅＭＴＣ　ＵＥは、より大きな帯域幅を有するセルによってサービス提供されてもよい
が、ｅＭＴＣ　ＵＥによって送信または受信される物理チャネルおよび信号は、６つの連
続するリソースブロックの予め定められたセットを有する１．０８ＭＨｚ狭帯域中に含ま
れる。さらに、異なる狭帯域間の周波数ホッピングを導入したリリース１３が導入された
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。周波数ホッピングにおいて、ＬＴＥ送信帯域内で６ＲＢの異なるセットをそれぞれ使用
して、同じ信号が送信される。したがって、送信される信号の周波数は、例えば、いくつ
かの予め定められた間隔で「ホップ」してもよい。３ＧＰＰリリース１４は、ＦｅＭＴＣ
のような３ＧＰＰ　ＭＴＣテクノロジーへの拡張を想定しており、これは、（例えば、ポ
ジショニング機会毎に連続するＰＲＳサブフレームの数を増加させることのような）密集
したコンフィギュレーションと、より頻繁なＰＲＳ送信（短いＰＲＳ周期）とを可能にし
、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣデバイスに対して向上したポジショニング精度を可能にする。ｅ
ＭＴＣおよびＦｅＭＴＣ　ＵＥの両方は、周波数ホッピングをオプション的に利用して、
周波数ダイバーシティを加えてもよく、これは、スループット、受信信号対干渉プラス雑
音比（ＳＩＮＲ）、および、拡張したカバレッジへの向上を促進する。
【００６３】
　　［００７４］
　図３Ａは、ＬＴＥ－Ｍ　ＰＲＳ送信を図示しており、時間は、Ｘ軸上に示されており、
周波数は、Ｙ軸上に示されている。図３Ａ中に示すように、制御およびデータ送信は、Ｍ
ＴＣ物理ダウンリンク制御チャネル（Ｍ－ＰＤＣＣＨ）、または、物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）狭帯域３１５に渡って生じてもよい。例えば、送信は、ＵＥ１２
０によって監視および／または受信されてもよく、ＵＥ１２０は、ＢＬ　ＵＥ、または、
ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥであってもよい。さらに、ＰＲＳ送信は、ＰＲＳ狭帯域３２
５に渡って生じてもよい。図３Ａ中に示すように、ＭＰＤＣＣＨ／ＰＤＣＣＨ狭帯域３１
５は、ＰＲＳ狭帯域３２５と整列していなくてもよい。
【００６４】
　　［００７５］
　さらに、図３Ａ中にも示すように、ＰＲＳ送信は、６より大きい連続するＰＲＳサブフ
レームの数ＮＰＲＳ３１８（ＮＰＲＳ＞６）で密集していてもよい。ＰＲＳ送信は、８０
ｍｓのＰＲＳ周期ＴＰＲＳ３２０（ＴＰＲＳ＝８０ｍｓ）で生じてもよい。さらに、図３
Ａ中において、それぞれ６ｍｓ期間であり、測定ギャップ周期ＭＰＲＳ３２８で生じる測
定ギャップ３１０が示されており、ここで、ＭＰＲＳ＝４０ｍｓである。
【００６５】
　　［００７６］
　図３Ａを参照すると、たとえＵＥ（例えば、ｅＭＴＣまたはＦｅＭＴＣ　ＵＥ）が密集
したＰＲＳ測定が可能であったとしても、従来、ＵＥは、データ損失のリスクなく、６ｍ
ｓ測定ギャップ３１０の間、測定できるだけである。したがって、従来、ＵＥは、任意の
６ｍｓ測定ギャップ３１０の間、多くても６ＰＲＳサブフレームを測定できるだけであり
、したがって、精度が制限され、ＵＥ機能性の最適な利用が抑制されていた。
【００６６】
　　［００７７］
　ＵＬおよびＤＬ送信が、測定ギャップ間に存在しないように保証されているにすぎない
ことから、ＵＥが６ＰＲＳサブフレームより多くを測定（または測定することを試行）す
る（すなわち、測定が６ｍｓ測定ギャップ３１０を超える）場合、従来の状況では、ＵＥ
１２０は測定期間の間、データ損失の危険にさらされるかもしれない。さらに、ＵＥ（例
えば、ＢＬ　ＵＥまたはｅＭＴＣ　ＵＥまたはＦｅＭＴＣ　ＵＥ）は、（周波数内）ＰＲ
Ｓ狭帯域３２５に同調してＰＲＳ送信を監視してもよく、Ｍ－ＰＤＣＣＨまたはＰＤＣＣ
Ｈ狭帯域３１５上で監視または送信できないかもしれない。例えば、ＢＬ　ＵＥ処理帯域
幅は、Ｍ－ＰＤＣＣＨ／ＰＤＣＣＨ狭帯域３１５とＰＲＳ狭帯域３２５を同時に監視する
のに十分ではないかもしれない。
【００６７】
　　［００７８］
　いくつかの事例において、ネットワーク（例えば、ネットワーク１３０）は、いくつか
の周波数レイヤからなっていてもよい。例えば、図１Ａにおいて、マクロセル１４５－１
、１４５－３および、１４５－４は、無線周波数ｆ２で動作しているかもしれない一方で



(23) JP 2020-530693 A 2020.10.22

10

20

30

40

50

、セル１４５－２のようなフェムトセルは、無線周波数ｆ１で動作しているかもしれない
。さらに、ＰＲＳは、周波数レイヤｆ２上で構成され、配備されていてもよい。したがっ
て、従来のシステムでは、上記の周波数間の例において、ＵＥ１２０は、（ｉ）担当セル
搬送波上の送信／受信を停止し、（ｉｉ）隣接セル搬送波の周波数（ｆ２）に受信機を同
調させ、（ｉｉｉ）隣接セルに同期し、（ｉｖ）隣接セルのＭＩＢ情報をデコードし、お
よび、（ｖ）担当セル周波数（ｆ１）に戻って受信機を同調させるかもしれない。
【００６８】
　　［００７９］
　ＵＥは、担当セル上での送信／受信を停止していることから、測定期間の間に（ｅＮＢ
のような）基地局によって送信される情報は、損失されるかもしれない。基地局は、ＵＥ
とＬＳ１５０との間またはＵＥとＥ－ＳＭＬＣ１５５との間に生じるポジショニング関連
シグナリングへの可視性を有さないかもしれないことから、データ損失は生じ、したがっ
て、基地局は、ＯＴＤＯＡ関連ポジショニング要求／測定を認識しないかもしれない。し
たがって、基地局は、結果としてデータ損失となるかもしれない、測定期間の間のＵＥへ
の送信を継続するかもしれない。
【００６９】
　　［００８０］
　さらに、セルのＳＦＮを含むマスター情報ブロック（ＭＩＢ）を読み取るために、ＵＥ
がその周波数を隣接セル搬送波に同調させ、１次同期信号（ＰＳＳ）および／または２次
同期信号（ＳＳＳ）をサーチして隣接セルに同期し、ＬＴＥ物理ブロードキャストチャネ
ル（ＰＢＣＨ）をデコードするのには、６ｍｓ期間の測定ギャップ３１０は、十分でない
かもしれない。したがって、従来のシステムでは、ＵＥ１２０が隣接セルのＳＦＮ情報を
取得するのには、標準の６ｍｓ測定ギャップ３１０は、十分でないかもしれない。
【００７０】
　　［００８１］
　図３Ｂは、ＬＴＥ－Ｍ　ＰＲＳ送信を図示している。図３Ｂ中に示すように、制御およ
びデータ送信は、ＭＴＣ物理ダウンリンク制御チャネル（Ｍ－ＰＤＣＣＨ）または物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）狭帯域３１５に渡って生じてもよい。例えば、送
信は、ＵＥ１２０によって監視および／または受信されてもよく、ＵＥ１２０は、ＢＬ　
ＵＥまたはｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥであってもよい。さらに、ＰＲＳ送信は、ＰＲＳ
狭帯域３２５に渡って生じてもよい。図３Ｂ中に示すように、ＰＲＳ送信は、６より大き
い連続したＰＲＳサブフレームの数ＮＰＲＳ３３８（ＮＰＲＳ＞６）で密集していてもよ
い。ＰＲＳ送信は、４０ｍｓのＰＲＳ周期ＴＰＲＳ３３０（ＴＰＲＳ=４０ｍｓ）で生じ
てもよい。さらに、図３Ａ中で示すように、従来、測定ギャップ３１０は、それぞれ６ｍ
ｓ期間のものでもあってもよく、測定ギャップ周期ＭＰＲＳ３４０で生じてもよく、ここ
で、ＭＰＲＳ＝８０ｍｓである。
【００７１】
　　［００８２］
　図３Ｂ中に示すように、ＭＰＲＳは８０ｍｓ３４０（ＭＰＲＳ＝８０ｍｓ）である一方
で、ＴＰＲＳは４０ｍｓ３３０（ＴＰＲＳ＝４０ｍｓ）であることから、ＰＲＳ送信３４
５は、データ損失のリスクなく、ＵＥ１２０によって測定されることができず、これは、
測定ギャップがＰＲＳ送信３４５の間に生じていないからである。従来、ＰＲＳ送信が測
定ギャップよりも頻繁に生じるとき、ＵＥは、データ損失のリスクなく、ロケーション決
定のためにＰＲＳ送信を効果的に利用できないかもしれない。さらに、図３Ａに関連して
上記で概要を説明したように、従来、測定ギャップが利用可能なときでさえ、ＵＥ１２０
は、データ損失のリスクなく、６ｍｓの測定ギャップの期間３１０の間にのみで測定を行
うかもしれない。したがって、ＵＥ１２０は、任意の６ｍｓの測定ギャップ３１０の間、
多くても６ＰＲＳサブフレームを測定できるだけであり、したがって、精度が制限され、
ＵＥロケーション決定機能性の最適な利用が抑制されていた。
【００７２】



(24) JP 2020-530693 A 2020.10.22

10

20

30

40

50

　　［００８３］
　いくつかの開示した技術は、密集したＰＲＳコンフィギュレーションおよび／または増
加した頻度のＰＲＳ送信の状況で、ポジション決定を向上させ、ロケーション決定のため
にＰＲＳ信号の使用を許容する。いくつかの実施形態において、ＵＥは、所望の長さの専
用ギャップを要求してもよい。例えば、ＵＥは、ｅＮＢのような基地局からの所望の長さ
の専用測定ギャップを要求してもよい。（例えば、ｅＮＢから）専用測定ギャップコンフ
ィギュレーションの確認を示す応答を受信すると、ＵＥは、専用の測定ギャップを利用し
て、ＰＲＳ測定を実行してもよい。ＵＥは、（ａ）より長い時間（例えば、６ｍｓより長
い）に対して、および／または、（ｂ）より頻繁に（例えば、４０ｍｓより短い周期）Ｐ
ＲＳの測定を実行してもよい。いくつかの実施形態において、ＵＥは、応答において、基
地局（例えば、ｅＮＢ）によって示されるような専用測定ギャップの間、ＰＲＳ測定を実
行してもよい。例えば、ＵＥによって要求された専用測定ギャップに専用ギャップが一致
する場合、ＰＲＳ測定は、これらの期間の間に実行されてもよい。いくつかの実施形態に
おいて、専用測定ギャップがポジショニング目的のために要求されていることをＵＥ要求
は特定してもよい。いくつかの実施形態において、専用ギャップは、周波数間ＰＲＳ測定
のためにＵＥによって利用されてもよい。
【００７３】
　　［００８４］
　開示する実施形態は、基地局（例えば、ｅＮＢ）にも関し、これは、１つ以上のＵＥか
らの特定の長さの専用ギャップに対する要求を受信してもよい。いくつかの実施形態にお
いて、ＵＥ要求は、専用ギャップがポジショニング目的のために要求されていることをさ
らに特定してもよい。いくつかの実施形態において、ＵＥ要求は、専用ギャップが周波数
間ＰＲＳ測定のために要求されていることを特定してもよい。いくつかの実施形態におい
て、基地局（例えば、ｅＮＢ）は、専用ギャップに対する要求が受け入れられたことを、
ならびに／あるいは、専用ギャップが特定の専用ギャップ長さおよび／または専用ギャッ
プ周期で構成されていることを示すメッセージで応答してもよい。いくつかの実施形態に
おいて、基地局（例えば、ｅＮＢ）は、専用ギャップに対する要求が受け入れられたこと
を、ならびに／あるいは、専用ギャップが要求された長さおよび／または要求された周期
で構成されていることを示すメッセージで応答してもよい。
【００７４】
　　［００８５］
　図４Ａは、いくつかの開示した実施形態にしたがう、ロケーション決定および専用ギャ
ップコンフィギュレーションを促進する例示的なメッセージフロー４００を図示するフロ
ーダイヤグラムを示している。図４Ａ中に示すように、メッセージフロー４００の一部分
は、ＵＥ１２０と、ｅＮＢ１４０の形態をとってもよい基地局１４０と、Ｅ－ＳＭＬＣ１
５５の形態をとってもよいＬＳ１５０とによって実行してもよい。いくつかの実施形態に
おいて、メッセージフロー４００は、ＬＰＰ／ＬＰＰｅポジショニングプロトコルメッセ
ージを使用して生じてもよいが、他のタイプのメッセージを使用してもよい。いくつかの
実施形態において、ＵＥ１２０は、ＢＬ　ＵＥ、ｅＭＴＣ　ＵＥ、および／または、Ｆｅ
ＭＴＣ　ＵＥの形態をとってもよい。
【００７５】
　　［００８６］
　４０２において、ＵＥ１２０の能力がＬＳ１５０に知られていない場合、いくつかの実
施形態において、ＬＳ１５０は、能力要求メッセージをＵＥ１２０に送ってもよい。能力
要求メッセージは、とりわけ、パラメータ、ＵＥ１２０の、ポジショニングおよび／また
はＯＴＤＯＡ関連能力に対する要求を含んでいてもよい。
【００７６】
　　［００８７］
　４０４において、ＵＥ１２０は、ＬＳ１５０に送られる能力提供メッセージにより応答
してもよい。いくつかの実施形態において、４０４における能力提供メッセージは、（例
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えば、４０２における能力要求メッセージなく）要求されていないＵＥ１２０によって提
供されてもよい。いくつかの実施形態において、能力提供メッセージは、（例えば、４０
８において）支援テータに対する要求に関係付けて、ＵＥ１２０によって代わりに送られ
てもよい。能力提供メッセージは、とりわけ、他のパラメータ、ＵＥポジショニングおよ
び／またはＯＴＤＯＡ関連能力の表示を含んでいてもよい。
【００７７】
　　［００８８］
　４０２と４０４とに類似しているが、反対方向にメッセージ転送を有するフローは、４
０２と４０４の代わりに、または、４０２と４０４に加えて、実行され、ポジショニング
および／またはＯＴＤＯＡ能力に対するサポートに関連して、ＬＳ１５０の能力をＵＥ１
２０に転送してもよい。これらは、図４Ａ中には示されておらず、使用されるとき、逆Ｌ
ＰＰ／ＬＰＰｅモードを使用してもよく、これにより、ＵＥ１２０は、ＬＳ１５０からの
能力を要求して受信することが可能になる。
【００７８】
　　［００８９］
　いくつかの実施形態では、４０６において、ＬＳ１５０は、ロケーション情報要求メッ
セージ中で、ＵＥ１２０からのロケーション情報を要求してもよい。ロケーション情報に
対する要求は、ＵＥ１２０によって実行されることになるＲＳＴＤ測定に対する要求を含
んでいてもよい。
【００７９】
　　［００９０］
　いくつかの実施形態では、４０６において受信したロケーション情報に対する要求を満
たすために、４０８において、ＵＥ１２０は、支援データ要求メッセージ中で、ＬＳ１５
０からのＯＴＤＯＡ支援データを含むＰＲＳ支援情報を要求してもよい。いくつかの実施
形態において、ＵＥ１２０は、要求する、特定のＰＲＳ支援データまたはＰＲＳ支援情報
を特定してもよい。用語ＰＲＳ支援データおよびＰＲＳ支援情報は、ここでは交換可能に
使用される。要求するＰＲＳ支援データは、１つ以上の基地局によって送信される連続す
るＰＲＳサブフレームの数ＮＰＲＳ３３８および／または対応するＰＲＳ周期ＴＰＲＳ２
２０等を含む、ＰＲＳコンフィギュレーションについての情報を含んでいてもよい。いく
つかの実施形態において、４０８におけるメッセージフローは、生じないかもしれず、（
例えば、４１０において）ＬＳ１５０は、要求していないＵＥ１２０に支援データを送る
ことを決定してもよい。
【００８０】
　　［００９１］
　４１０において、ＬＳ１５０は、支援データ提供メッセージ中で、ＵＥ１２０に転送さ
れることになる支援データを送ってもよい。４０８が実行された場合、支援データは、Ｌ
Ｓ１５０に入手可能であってもよい、ＵＥ１２０によって要求されたＰＲＳ支援情報のす
べてを含んでいてもよい。４１０において転送されるＰＲＳ支援データは、ＬＰＰ／ＬＰ
Ｐｅ中で特定されるＯＴＤＯＡ支援データを含んでいてもよく、１つ以上の基地局に対す
るＰＲＳコンフィギュレーション情報も含んでいてもよい。いくつかの実施形態において
、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのセルに関係付けられているＰＲＳ周期（
ＴＰＲＳ）、または、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのセルに関係付けられ
ている各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）が、ＰＲＳ支援情
報として提供されてもよい。いくつかの実施形態において、メッセージフロー４００は、
４１０において開始してもよく、ＬＳ１５０は、ロケーション情報要求メッセージととも
に、要求していないＵＥ１２０に支援データを送ってもよい。
【００８１】
　　［００９２］
　ブロック４２０において、ＵＥ１２０は、（例えば、４１０において受信した）支援デ
ータと現在の動作モードとに基づいて、（例えば、ＲＳＴＤ測定に対する）所望の専用ギ
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ャップコンフィギュレーションを決定してもよい。ＬＴＥ標準規格は、ＵＥ１２０に対す
る「カバレッジ拡張」または「拡張カバレッジ」（以下ではまとめて「ＣＥ」と呼ぶ）動
作モードを特定する。例えば、基地局に接続されているＵＥは、受け入れ可能信号品質を
有する領域を出て、（例えば、報告した信号品質が、いくつかのしきい値を超えて劣化し
ている）準最適信号品質を有する領域に移動するかもしれない。通信セッション継続性お
よび／または信頼性を維持するために、ＵＥは、通常カバレッジ（「ＮＣ」）モードから
ＣＥモードに再構成されてもよい。ＵＥ１２０は、シグナリング、ロケーション、電力、
および／または、コスト考察のうちの１つ以上に基づいて、ＣＥモードで動作するように
構成されていてもよい。ＬＴＥ標準規格は、複数のＣＥモード（例えば、中位のカバレッ
ジに対するＣＥモードＡ、より深いカバレッジに対するＣＥモードＢ）を特定する。ＣＥ
モードにおいて、増加したカバレッジを促進するために、いくつかのメッセージの反復を
使用してもよい。メッセージ反復の数および他のＣＥモードコンフィギュレーションパラ
メータは、ＵＥポジショニング動作に影響を有しているかもしれない。したがって、ＰＲ
Ｓコンフィギュレーションパラメータに加えて、ＵＥ１２０がＣＥモードで動作している
か、ＣＥモードサブタイプ（例えば、ＣＥモードＡまたはＣＥモードＢ）のような、ＵＥ
１２０の現在の動作モードを、ＵＥ１２０によって使用して、所望の専用ギャップコンフ
ィギュレーションを決定してもよい。
【００８２】
　　［００９３］
　したがって、ブロック４２０において、ＵＥ１２０は、支援データ（例えば、基準セル
および／または１つ以上の隣接セルに対するＰＲＳコンフィギュレーションパラメータ）
および／または現在のＵＥ動作モード（ＣＥモード－例えば、ＣＥモードＡまたはＣＥモ
ードＢ－あるいはＮＣモード）に基づいて、所望の専用ギャップコンフィギュレーション
を決定してもよい。例えば、ＵＥ１２０は、担当セルおよび／または各隣接セルに対する
ＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）、各隣接セルに対する各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレ
ームの数（ＮＰＲＳ）、所望のポジショニング精度等のうちの１つ以上に基づいて、所望
の専用ギャップコンフィギュレーションを決定してもよい。所望の専用ギャップ期間は、
デフォルト６ｍｓ測定ギャップよりも長くても短くてもよく、および／または、所望の専
用ギャップ周期は、基準／隣接セルのうちの１つ以上のＰＲＳ周期よりも長くても短くて
もよい。いくつかの実施形態において、所望の専用ギャップコンフィギュレーションは、
ＵＥ１２０によって観測される信号環境および／または現在の動作モードに（さらにまた
は代替的に）部分的に基づいて、決定されてもよい。いくつかの事例において、ＵＥ１２
０の現在の動作モードは、信号環境を示していてもよい。いくつかの実施形態において、
所望の専用ギャップコンフィギュレーションは、観測した周波数レイヤの数、信号強度、
信号干渉等のうちの１つ以上に（さらにまたは代替的に）部分的に基づいてもよい。いく
つかの実施形態において、所望の専用ギャップコンフィギュレーションは、さらに、ＵＥ
１２０の能力に基づいて決定されてもよい。例えば、所望の専用ギャップコンフィギュレ
ーションは、密集したＰＲＳコンフィギュレーションがＵＥ１２０によってサポートされ
る範囲、および／または、より短い専用ギャップ周期がＵＥ１２０によってサポートされ
る範囲によって決定されてもよい。
【００８３】
　　［００９４］
　４３０において、ＵＥは、専用ギャップに対する要求をｅＮＢ１４０に送信することに
よって、専用ギャップコンフィギュレーションを要求してもよい。専用ギャップは、専用
測定ギャップとしてまたは専用自律ギャップとして要求されてもよい。したがって、４３
０において、専用ギャップは、（専用）「測定ギャップ」または（専用）「自律ギャップ
」のいずれかであってもよい。上記で概要を説明したように、自律ギャップは、ＵＥ１２
０が基地局との受信および送信を中止してもよい期間を指す。以下の説明において、用語
「測定」または「自律」は、適切なとき、専用ギャップのタイプを識別するために使用す
るかもしれない。（例えば、４３０で要求されるような）要求される測定ギャップは、（
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例えば、ブロック４２０において決定されるような）所望の測定ギャップに対応していて
もよい。したがって、「専用ギャップ」に関連する用語「要求される」および「所望の」
は、ここでは交換可能に使用される。
【００８４】
　　［００９５］
　１つの実施形態において、４３０では、要求は、専用ギャップ長および／または専用ギ
ャップ周期を含む、専用ギャップに関連するコンフィギュレーション情報を含んでいても
よい。いくつかの実施形態において、専用ギャップは、専用ＲＳＴＤ測定ギャップとして
要求されてもよい。いったん構成されると、専用ギャップ（例えば、専用ＲＳＴＤ測定ギ
ャップ）の間、ＤＬ制御もデータチャネル送信もＵＥに送られないだろう。さらに、ＵＥ
は、専用ギャップ（例えば、専用ＲＳＴＤ測定ギャップ）の間、ＵＬ／ＤＬデータまたは
制御チャネル送信を監視も処理もしないだろう。
【００８５】
　　［００９６］
　代替実施形態では、４３０において、専用ギャップに対する要求は、自律ギャップに対
するコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。自律ギャップの間、ＵＥは、ＬＴ
Ｅ物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に関する情報を潜在的に受信してもよい
。ＰＤＳＣＨは、典型的にユーザデータを搬送するために使用される。いくつかの実施形
態において、自律ギャップ期間の間にＰＤＳＣＨがスケジューリングされる場合、ＵＥは
、ＰＤＳＣＨシンボルのいくつかのしきい値数をデコードしてもよく、デコードすること
に基づいて、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）信号を担当ｅＮＢに送って
もよい。
【００８６】
　　［００９７］
　従来、ターゲットデバイスによって生成されたアイドル期間の間に基地局がターゲット
デバイスにデータを送信する場合、自律ギャップは、結果として、データの損失となるか
もしれない。したがって、いくつかの実施形態において、４３０では、専用ギャップに対
する要求において、ＵＥ１２０は、自律ギャップのその使用に関して担当基地局に通知し
、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５またはロケーションＬＳ１５０からの測定要求を満たすことができ
る。修飾語「専用」は、「自律ギャップ」とともに使用されるとき、ここでは、（例えば
、ｅＮＢ１４０による）（専用）自律ギャップのような専用ギャップのコンフィギュレー
ションを指し、これは、測定目的のための（専用）自律ギャップの使用を示す、ＵＥ１２
０による専用ギャップに対する要求に応答して生じてもよい。
【００８７】
　　［００９８］
　したがって、いくつかの実施形態において（例えば、（ａ）専用自律ギャップのような
専用ギャップのコンフィギュレーションの際に、および／または、（ｂ）測定目的のため
の専用自律ギャップの使用を示す専用ギャップに対する要求に応答して）、ｅＮＢ１４０
は、専用自律ギャップの間、デバイスに対するデータをスケジューリングしないかもしれ
ない。他の実施形態では、専用自律ギャップ期間の間の（例えば、ｅＮＢ１４０による）
ＵＥ１２０への任意の送信のデータレートを低減させることができ、したがって、何らか
のデータ損失を限定する。例えば、専用の自律ギャップの間に失われるサブフレームの数
は、比較的少なくなるかもしれず、担当基地局／ｅＮＢへのフェーディング／チャネルエ
ラーとして混乱が現れるにすぎないかもしれない。したがって、専用自律ギャップにより
、ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）に、または、ボイスオーバーＬ
ＴＥ（ＶｏＬＴＥ）に、または、他のサービスに影響する何らかのサービス品質（ＱｏＳ
）を最小にできる。
【００８８】
　　［００９９］
　いくつかの実施形態において、４３０における専用ギャップに対する要求は、専用（測
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定または自律）ギャップの長さ、専用（測定または自律）ギャップの周期、専用（測定ま
たは自律）ギャップのインスタンスの数等に限定されないが、これらのような、専用（測
定または自律）ギャップに対するコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。要求
される専用（測定または自律）ギャップコンフィギュレーションは、ポジショニング機会
の長さ（例えば、１、２、４、６、１０、２０、４０、８０、または、１６０サブフレー
ム）、ならびに／あるいは、ポジショニング機会の周期（例えば、１０、２０、４０、８
０、１６０、３２０、６４０、または、１２８０サブフレーム）、ならびに／あるいは、
周波数内および／または周波数間の同調に対する時間等に基づいていてもよい。
【００８９】
　　［００１００］
　いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、専用測定ギャップ期間ＧＭＮを有する、
専用ギャップコンフィギュレーションを要求してもよく、ここで、６ｍｓ＜ＧＭＮ≦ＮＰ

ＲＳである。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、専用測定ギャップ周期ＧＭＰ

を有する、専用ギャップコンフィギュレーションを要求してもよく、ここで、必要に応じ
て、ＴＰＲＳ≦ＧＭＰ≦８０ｍｓまたはＴＰＲＳ≦ＧＭＰ≦４０ｍｓである。要求される
専用測定ギャップ周期は、デフォルト４０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャップ周期より長く
ても短くてもよい。
【００９０】
　　［００１０１］
　いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、専用自律ギャップ期間ＧＡＮを有する、
専用ギャップコンフィギュレーションを要求してもよく、ここで、６ｍｓ＜ＧＡＮ≦ＮＰ

ＲＳである。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、専用自律ギャップ周期ＧＡＰ

を有する、専用ギャップコンフィギュレーションを要求してもよく、ここで、必要に応じ
て、ＴＰＲＳ≦ＧＡＰ≦８０ｍｓまたはＴＰＲＳ≦ＧＡＰ≦４０ｍｓである。
【００９１】
　　［００１０２］
　４４０において、ｅＮＢは、専用ギャップを構成し、専用ギャップコンフィギュレーシ
ョンを示すメッセージを送信してもよい。例えば、４３０において専用測定ギャップが要
求される場合、その後、４４０において、ｅＮＢ１４０は、専用測定ギャップを構成し、
専用測定ギャップコンフィギュレーションを示すメッセージを送信してもよい。別の例と
して、４３０において専用自律ギャップが要求される場合、その後、４４０において、ｅ
ＮＢ１４０は、専用自律ギャップを構成し、専用自律ギャップコンフィギュレーションを
示すメッセージを送信してもよい。例えば、担当基地局／ｅＮＢ１４０は、測定目的のた
めにＵＥ１２０が専用自律ギャップを使用してもよいという確認をＵＥ１２０に送っても
よい。いくつかの実施形において、専用自律ギャップをＵＥ１２０によって使用してもよ
いという確認はまた、専用自律ギャップが許容される時間ウィンドウと、専用自律ギャッ
プに対して許容される最大数のサブフレームとを含んでいてもよい。
【００９２】
　　［００１０３］
　要求される専用自律ギャップ長または構成される専用の自律ギャップ長は、デフォルト
６ｍｓ測定ギャップより長くても短くてもよい。要求される専用自律ギャップ周期または
構成される専用自律ギャップ周期は、デフォルト４０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャップ期
間より長くても短くてもよい。いくつかの事例において、４４０における（ｅＮＢ１４０
による）実際の専用（測定または自律）ギャップコンフィギュレーションは、４３０にお
いて（例えば、ＵＥ１２０によって）要求された専用ギャップコンフィギュレーションと
異なってもよい。例えば、４４０において、（例えば、基地局１４０によって構成される
）専用ギャップコンフィギュレーションは、サービスの品質または他のパラメータのよう
なネットワーク条件に基づいていてもよく、（例えば、ＵＥ１２０によって、４３０にお
いて要求されような）要求された専用ギャップコンフィギュレーションと、いくつかの点
で、異なってもよい。いくつかの実施形態において、（例えば、ＵＥ１２０によって要求
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されるおよび／またはｅＮＢ１４０によって構成されるような）専用測定ギャップは、専
用測定ギャップパターンの形態で示されてもよく、これは、（要求されるまたは構成され
るような）専用測定ギャップの周期および／またはインスタンスの数を示していてもよい
。
【００９３】
　　［００１０４］
　ブロック４４５において、ＵＥ１２０は、その後、受信したＯＴＤＯＡ支援データに基
づいて、および、構成された専用ギャップを使用して、狭帯域中で、基準セルと複数の隣
接セルとの間のＲＳＴＤを測定してもよい。例えば、ブロック４４５において、ＵＥ１２
０は、（例えば、４４０において構成されたような）構成された専用（測定または自律）
ギャップに基づいて、ＰＲＳ狭帯域（例えば、ＰＲＳ狭帯域３２５）に同調してもよい。
いくつかの実施形態において、ＰＲＳ狭帯域に同調した後、ＵＥ１２０は、ＰＲＳおよび
ＲＳＴＤ測定を実行してもよい。例えば、構成された専用（測定または自律）ギャップの
長さまたは期間が６ｍｓよりも大きい場合、ＵＥ１２０は、６より多くのＰＲＳサブフレ
ームを測定できてもよい。さらに、専用（測定または自律）ギャップ周期が４０ｍｓ（ま
たは８０ｍｓ）未満である場合、その後、ＵＥは、追加のＰＲＳ送信を監視できてもよい
。
【００９４】
　　［００１０５］
　いくつかの実施形態において、専用自律ギャップ期間の間にＰＤＳＣＨがスケジューリ
ングされる場合、ＵＥは、ＰＤＳＣＨシンボルのいくつかのしきい値数をデコードしても
よく、デコードすることに基づいて、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＫ）信号
を担当ｅＮＢに送ってもよい。いくつかの実施形態において、（例えば、（ａ）（４３０
において）測定目的のために専用自律ギャップの使用を示す専用ギャップに対する要求に
応答して送られてもよい（４４０において）専用自律ギャップとしての専用ギャップのコ
ンフィギュレーションの際、）ｅＮＢ１４０は、専用自律ギャップの間、デバイスに対す
るデータをスケジューリングしないかもしれない。他の実施形態では、専用自律ギャップ
の間（例えば、ｅＮＢ１４０による）ＵＥ１２０への任意の送信のデータレートを低減さ
せることができ、これにより、何らかのデータ損失を限定する。例えば、専用自律ギャッ
プの間に失われるサブフレームの数は、比較的少なくなるかもしれず、したがって、担当
基地局／ｅＮＢへのフェーディング／チャネルエラーとして混乱が現れるにすぎないかも
しれない。したがって、専用自律ギャップにより、ボイスオーバーインターネットプロト
コル（ＶｏＩＰ）に、または、ボイスオーバーＬＴＥ（ＶｏＬＴＥ）に、または、他のサ
ービスに影響する何らかのサービス品質（ＱｏＳ）を最小にできる。したがって、開示し
た実施形態は、データ損失のリスクを減少させながら、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣ　ＵＥに対
して想定されるロケーション決定機能性の効果的な利用を促進する。
【００９５】
　　［００１０６］
　いくつかの実施形態において、専用測定ギャップの間、ＵＥ１２０は、何らかのデータ
を送信すること、ならびに／あるいは、任意の１次セルまたは２次セル（Ｓセル）、任意
の１次Ｓセル（ＰＳセル）からの送信を監視すること（または、例えば、ｅＮＢ１４０に
よって、監視するように予測すること）をしないかもしれない。例えば、ＵＥ１２０は、
（ａ）何らかのデータを送信すること、および／または、（ｂ）担当セル上の専用測定ギ
ャップとオーバーラップする（例えば、ｅＮＢ１４０による）送信を監視すること（また
は、監視するように予測されること）をしないかもしれない。
【００９６】
　　［００１０７］
　４４７において、ＵＥ１２０は、要求されたＲＳＴＤ測定を有する、ロケーション情報
提供メッセージをＬＳ１５０に送ってもよい。ロケーション情報提供メッセージは、測定
したセルの識別子とともに、ＵＥ１２０によって決定したＲＳＴＤ測定を含んでいてもよ



(30) JP 2020-530693 A 2020.10.22

10

20

30

40

い。いくつかの実施形態において、ＬＳ１５０は、受信した測定を使用して、ＵＥ１２０
のロケーションを決定してもよい。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、ＲＳＴ
Ｄ測定を使用して、それ自体のロケーションを決定し、場合によっては、推定したロケー
ションをＬＳ１５０に報告してもよい。いくつかの実施形態において、ＬＳ１５０は、そ
の後、ＵＥ１２０の決定したロケーションを（図４Ａ中には示していない）ＬＣＳクライ
アント１６０に提供してもよい。
【００９７】
　　［００１０８］
　図４Ｂは、いくつかの開示した実施形態にしたがう、ロケーション決定および専用ギャ
ップコンフィギュレーションを促進するための別の例示的なメッセージフロー４５０を図
示したフローダイヤグラムを示している。図４Ｂ中に示すように、メッセージフロー４５
０の一部分は、ＵＥ１２０、ｅＮＢ１４０の形態をとってもよい基地局１４０、および、
Ｅ－ＳＭＬＣ１５５の形態をとってもよいＬＳ１５０によって実行してもよい。いくつか
の実施形態において、メッセージフロー４００は、ＬＰＰ／ＬＰＰｅポジショニングプロ
トコルメッセージを使用して生じることがあるが、他のタイプのメッセージを使用しても
よい。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、ＢＬ　ＵＥ、ｅＭＴＣ　ＵＥ、およ
び／または、ＦｅＭＴＣ　ＵＥの形態をとってもよい。
【００９８】
　　［００１０９］
　図４Ｂ中において、４６０では、ＵＥ１２０は、ロケーション決定またはＲＳＴＤ測定
要求を受信してもよい。いくつかの実施形態において、測定要求は、ＯＴＤＯＡ支援デー
タを含む、ＰＲＳ支援データを含んでいてもよい。いくつかの実施形態において、ＲＳＴ
Ｄ測定要求に関連する少なくとも１つのセルに関係付けられているＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ

）、または、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのセルに関係付けられている各
ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）が、ＰＲＳ支援情報として
提供されてもよい。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、４６０におけるＲＳＴ
Ｄ支援要求の受信に続いて、ＯＴＤＯＡ支援データを含むＰＲＳ支援データを別に要求し
てもよく、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５は、ＯＴＤＯＡ支援データを含んでいてもよいＰＲＳ支援
データを送信することにより、ＰＲＳ支援データ要求に応答してもよい。
【００９９】
　　［００１１０］
　図４Ｂにおいて、ブロック４２０および４４５によって提供される機能性と、４３０、
４４０、および４４７におけるメッセージフローは、図４Ａに関連して上記で説明したも
のに対応する。
【０１００】
　　［００１１１］
　いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０（例えば、ｅＭＴＣ／カテゴリＭ１　ＵＥ、
および／または、ＦｅＭＴＣ／カテゴリＭ２　ＵＥ）は、専用ギャップを使用して、密接
したＰＲＳコンフィギュレーション（例えば、ＮＰＲＳ＞６）で少なくとも１つのセルに
対してＰＲＳおよび／またはＲＳＴＤ測定を実行してもよく、専用ギャップは、上記のブ
ロック４０２から４４５（図４Ａ）または４２０から４４５（図４Ｂ）を使用して構成さ
れてもよい。いくつかの実施形態において、（例えば、４４０において構成されている）
専用ギャップパターンは、以下の表で特定されるパターンのうちの１つを使用してもよい
。
【０１０１】
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【表２】

【０１０２】
　　［００１１２］
　上記の表において、第１の列は、ミリ秒の専用ギャップ長のいくつかの可能性ある値を
示している一方、第２の列は、ミリ秒の対応する反復期間または専用ギャップ周期のいく
つかの値を示している。いくつかの実施形態において、各専用ギャップパターンは、一意
的な専用（測定）ギャップ識別子を使用して、特定および／または識別されてもよい。い
くつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、一意的な専用ギャップ識別子に基づいて、専
用ギャップパターンおよび／または専用ギャップコンフィギュレーションを要求する（例
えば、４３０において要求する）ように構成されていてもよい。いくつかの実施形態にお
いて、ＵＥ１２０は、（例えば、４４０において受信した）一意的な専用ギャップ識別子
に基づいて、そのコンフィギュレーションを識別および／または更新するように構成され
ていてもよい。
【０１０３】
　　［００１１３］
　図５は、専用ギャップコンフィギュレーションに対する例示的な方法５００のフローチ
ャートを示している。いくつかの実施形態において、方法５００は、ｅＮＢ１４０のよう
な基地局によって実行してもよい。いくつかの実施形態において、方法５００は、ＬＴＥ
および／またはＬＴＥ－Ｍをサポートする、または、サポートするように構成されていて
もよい、ワイヤレスネットワーク中で、ｅＮＢによって実行してもよい。
【０１０４】
　　［００１１４］
　ブロック５１０において、ｅＮＢ１４０は、ＵＥから、ＲＳＴＤ測定を実行するための
専用ギャップ要求を受信してもよく、専用ギャップ要求は、専用ギャップの所望のコンフ
ィギュレーションを含んでいる。
【０１０５】
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　　［００１１５］
　ギャップ要求は、専用ギャップの長さ、専用ギャップの周期、所望の専用ギャップのイ
ンスタンスの数等に限定されないが、これらのような、所望の専用ギャップに対するコン
フィギュレーション情報を含んでいてもよい。所望の専用ギャップコンフィギュレーショ
ンは、ネットワークに関係付けられている１つ以上の基地局のポジショニング機会の長さ
（例えば、１、２、４、６、１０、２０、４０、８０、または、１６０サブフレーム）、
および／または、ネットワークに関係付けられている１つ以上の基地局のポジショニング
機会の周期（例えば、１０、２０、４０、８０、１６０、３２０、６４０、または、１２
８０サブフレーム）に基づいていてもよい。所望の専用ギャップ期間は、デフォルト６ｍ
ｓ測定ギャップよりも長くても短くてもよく、所望の専用ギャップ周期は、デフォルト４
０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャップよりも長くても短くてもよい。
【０１０６】
　　［００１１６］
　いくつかの実施形態において、 専用ギャップ要求は、専用測定ギャップおよび／また
は専用自律ギャップに対する要求を含んでいてもよい。いくつかの実施形態において、専
用ギャップ要求が、専用自律ギャップに対する要求を含むとき、専用ギャップ要求は、専
用自律ギャップがＲＳＴＤ測定目的のために要求されていることを示していてもよい。
【０１０７】
　　［００１１７］
　ブロック５２０において、ｅＮＢ１４０は、専用ギャップ要求に応答してもよく、応答
は、専用ギャップコンフィギュレーションを含んでいる。いくつかの実施形態において、
専用ギャップコンフィギュレーションは、サービス品質（ＱｏＳ）パラメータ、または、
性能パラメータのうちの１つ以上に基づいていてもよい。いくつかの実施形態において、
専用ギャップコンフィギュレーションは、構成されたギャップの長さ、または、構成され
たギャップの周期、または、構成されたギャップのインスタンスの数のうちの１つ以上を
含んでいてもよい。
【０１０８】
　　［００１１８］
　いくつかの実施形態において、ｅＮＢ１４０は、（例えば、ブロック５１０で受信した
）専用ギャップに対する要求に基づいて、専用ギャップを構成することにより、（例えば
ブロック５２０において）専用ギャップ要求に応答してもよい。いくつかの実施形態にお
いて、例えば、ｅＮＢ１４０は、ＵＥによって要求されたような専用ギャップを構成する
ことにより、専用ギャップ要求に応答してもよい。いくつかの実施形態において、ｅＮＢ
１４０による専用ギャップのコンフィギュレーションは、専用ギャップに対する要求に基
づいていてもよいが、（例えば、ブロック５１０において受信した）専用ギャップコンフ
ィギュレーション要求と、いくつかの点で、異なっていてもよい。例えば、ｅＮＢ１４０
は、サービス品質、性能等に限定されないが、これらのような、システムまたはネットワ
ークパラメータに部分的に基づいて、専用ギャップを構成してもよい。
【０１０９】
　　［００１１９］
　（例えばブロック５２０において）ＵＥに送信される応答は、構成された専用ギャップ
の長さ、構成された専用ギャップの周期、構成された専用ギャップのインスタンスの数等
に限定されないが、これらのような、構成された専用ギャップに対するフィギュレーショ
ン情報を含んでいてもよい。構成された専用ギャップ期間は、デフォルト６ｍｓ測定ギャ
ップよりも長くても短くてもよく、構成された専用ギャップ周期は、デフォルト４０ｍｓ
または８０ｍｓ測定ギャップよりも長くても短くてもよい。
【０１１０】
　　［００１２０］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック５１０で受信した）専用ギャップに
対する要求が測定目的のための専用自律ギャップの使用を示すとき、ｅＮＢ１４０は、（
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例えば、ブロック５２０において構成されたような）専用自律ギャップ期間の間、デバイ
スに対するデータをスケジューリングしないかもしれない。
【０１１１】
　　［００１２１］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック５２０において構成されたような）
専用自律ギャップ期間の間のｅＮＢ１４０によるＵＥ１２０への任意の送信のデータレー
トを低減させてもよく、これにより、何らかのデータ損失を限定する。例えば、（ブロッ
ク５２０において構成されたような）専用自律ギャップ期間の間に損失したサブフレーム
の数が、比較的少なく、ｅＮＢへのフェーディング／チャネルエラーとして混乱が現れる
にすぎないように、データレートを低減させてもよい。いくつかの実施形態において、Ｑ
ｏＳパラメータを維持しながら（例えば、ブロック５２０において構成されたような）専
用自律ギャップの間にデータレートを低減させてもよい。いくつかの実施形態において、
ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）に、または、ボイスオーバーＬＴ
Ｅ（ＶｏＬＴＥ）に、または、他のサービスに影響する任意のサービス品質（ＱｏＳ）が
、減少され、または、最小となるように、あるいは、ユーザに気付かれないように（例え
ば、ブロック５２０において構成されたような）専用自律ギャップの間にデータレートを
低減させてもよい。
【０１１２】
　　［００１２２］
　図６は、専用ギャップコンフィギュレーションに対する例示的な方法６００のフローチ
ャートを示している。いくつかの実施形態において、方法６００は、ＢＬ　ＵＥ、ｅＭＴ
Ｃ　ＵＥ、または、ＦｅＭＴＣ　ＵＥの形態をとってもよい、ＵＥ１２０によって実行し
てもよい。いくつかの実施形態において、方法６００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ｍをサポート
し、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣデバイスを含む、ワイヤレスネットワーク中で、ＵＥ１２０に
よって実行してもよい。
【０１１３】
　　［００１２３］
　ブロック６０５において、ＵＥ１２０は、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信
してもよい。例えば、ＲＳＴＤ要求は、ＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬＣ１５５から受信し
てもよい。いくつかの実施形態において、ＲＳＴＤ測定要求は、ＰＲＳ支援情報を含んで
いてもよい。いくつかの実施形態において、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つ
のセルに関係付けられているＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）、または、ＲＳＴＤ測定要求に関連
する少なくとも１つのセルに関係付けられている各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフ
レームの数（ＮＰＲＳ）が、ＰＲＳ支援情報として提供されてもよい。いくつかの実施形
態において、ＰＲＳ支援データは、ＵＥ１２０から要求されてもよく、ならびに／あるい
は、ＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬＣ１５５から、ＵＥ１２０によって受信されてもよい。
例えば、いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、（例えば、ブロック６０５におけ
る）Ｅ－ＳＭＬＣ１５５からのＲＳＴＤ測定要求の受信に続いて、ＰＲＳ支援データを要
求してもよい。いくつかの実施形態において、ＰＲＳ支援データは、ＬＳ１５０またはＥ
－ＳＭＬＣ１５５から、要求していないＵＥ１２０によって受信されてもよい。例えば、
いくつかの実施形態において、ＰＲＳ支援データは、（例えば、ブロック６０５において
）Ｅ－ＳＭＬＣ１５５からのＲＳＴＤ測定要求とともに受信されてもよい。
【０１１４】
　　［００１２４］
　ブロック６１０において、ＵＥ１２０は、ＲＳＴＤ測定要求に応答して、専用ギャップ
の所望のコンフィギュレーションを含む専用ギャップ要求を送信してもよい。いくつかの
実施形態において、専用ギャップ要求は、専用測定ギャップに対する要求、および／また
は、専用自律ギャップに対する要求を含んでいてもよい。いくつかの実施形態において、
専用ギャップ要求は、ｅＮＢ１４０のような基地局に送信されてもよい。いくつかの実施
形態において、専用ギャップ要求は、ＵＥ１２０を担当しているｅＮＢ１４０に送信され
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てもよい。
【０１１５】
　　［００１２５］
　いくつかの実施形態において、ＲＳＴＤ測定要求は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ
）支援情報を含んでいてもよく、（ａ）ＲＳＴＤ測定要求が複数の搬送波周波数を伴うと
いう決定、または、（ｂ）ＲＳＴＤ測定要求がＵＥによる１つ以上の周波数間測定を伴う
という決定、または、（ｃ）ＲＳＴＤ測定要求がＵＥによる１つ以上の周波数内測定を伴
うという決定、または、（ｄ）ＲＳＴＤ測定要求中で特定される少なくとも１つのＲＳＴ
Ｄを実行するために推定される時間が、デフォルトロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ）測定ギャップ期間を超えるという決定、または、（ｅ）デフォルトＬＴＥ測定ギャッ
プ周期が、ＲＳＴＤ測定要求に関係付けられている少なくとも１つのＰＲＳ周期（ＴＰＲ

Ｓ）を超えるという決定、または、（ｆ）ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つの
ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）が、しきい値を超えるとい
う決定、または、（ａ）から（ｅ）のいくつかの組み合わせ、のうちの少なくとも１つに
応答して、専用測定ギャップに対する要求を含む専用ギャップ要求が、さらに送信されて
もよい。いくつかの実施形態において、上記の（ａ）から（ｅ）のうちの１つ以上におけ
る決定は、（例えば、ＵＥ１２０によって受信される）ＰＲＳ支援情報に部分的に基づい
ていてもよい。
【０１１６】
　　［００１２６］
　いくつかの実施形態において、ＲＳＴＤ測定要求は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ
）支援情報を含んでいてもよく、（ｇ）ＲＳＴＤ測定要求が複数の搬送波周波数を伴うと
いう決定、または、（ｈ）ＲＳＴＤ測定要求がＵＥによる１つ以上の周波数間測定を伴う
という決定、または、（ｉ）ＲＳＴＤ測定要求がＵＥによる１つ以上の周波数内測定を伴
うという決定、または、（ｊ）ＲＳＴＤ測定要求中で特定される少なくとも１つのＲＳＴ
Ｄ測定を実行するために推定される時間が、デフォルトロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）自律ギャップ期間を超えるという決定、または、（ｋ）デフォルトＬＴＥ自律ギ
ャップ周期が、ＲＳＴＤ測定要求に関係付けられている少なくとも１つのＰＲＳ周期（Ｔ

ＰＲＳ）を超えるという決定、または、（ｌ）ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１
つのＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）が、しきい値を超える
という決定、または、上記の（ｇ）から（ｌ）のいくつかの組み合わせ、のうちの少なく
とも１つに応答して、専用自律ギャップに対する要求を含む専用ギャップ要求がさらに送
信されてもよい。いくつかの実施形態において、上記の（ｇ）から（ｌ）のうちの１つ以
上における決定は、（例えば、ＵＥ１２０は、によって受信される）ＰＲＳ支援情報に部
分的に基づいていてもよい。
【０１１７】
　　［００１２７］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６１０における）専用ギャップの所
望のコンフィギュレーションは、支援データ（例えば、基準セルおよび／または１つ以上
の隣接セルに対するＰＲＳコンフィギュレーションパラメータ）および／または現在のＵ
Ｅ動作モード（ＣＥモード－例えば、ＣＥモードＡまたはＣＥモードＢ－あるいはＮＣモ
ード）に基づいて、決定されてもよい。いくつかの実施形態において、（例えば、ブロッ
ク６１０で要求される）専用ギャップの所望のコンフィギュレーションは、ＵＥ動作モー
ド、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのセルに関係付けられているＰＲＳ周期
（ＴＰＲＳ）、または、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのセルに関係付けら
れている各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）、または、所望
のポジショニング精度、または、これらのいくつかの組み合わせ、のうちの１つ以上に少
なくとも部分的に基づいていてもよい。例えば、ＵＥ１２０は、担当セルおよび／または
各隣接セルに対するＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）、基準セルおよび／または各隣接セルに対す
る各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰＲＳ）、所望のポジショニン
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グ精度等のうちの１つ以上に基づいて、（例えば、ブロック６１０における）専用ギャッ
プ要求を決定して、送信してもよい。（例えば、ブロック６１０において）要求された専
用ギャップは、デフォルト６ｍｓ測定ギャップよりも長くても短くてもよい。
【０１１８】
　　［００１２８］
　いくつかの実施形態において、専用ギャップの所望のコンフィギュレーションは、（追
加的または代替的に）ＵＥ１２０によって観測される信号環境に部分的に基づいて決定さ
れてもよい。例えば、観測された周波数レイヤの数、信号強度、信号干渉等である。いく
つかの実施形態において、ＵＥ１２０は、要求されたＲＳＴＤ測定が複数の搬送波周波数
を伴うという決定に応答して（例えばブロック６１０において）専用ギャップ要求を送信
してもよい。別の例として、ＵＥ１２０は、ＲＳＴＤまたはＰＲＳ測定が複数の周波数レ
イヤ（周波数内および／または周波数間）を伴うという決定に応答して、（例えばブロッ
ク６１０において）専用ギャップ要求を送信してもよい。
【０１１９】
　　［００１２９］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６１０において要求した）専用ギャ
ップの所望のコンフィギュレーションは、ＵＥ１２０の能力にさらに基づいていてもよい
。例えば、密集したＰＲＳコンフィギュレーションがＵＥ１２０によってサポートされる
範囲、および／または、より短い測定ギャップ周期がＵＥ１２０によってサポートされる
範囲を、少なくとも部分的に使用して、専用ギャップの所望のコンフィギュレーションを
決定してもよい。
【０１２０】
　　［００１３０］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６１０における）専用ギャップ要求
は、要求された専用ギャップの長さ、要求された専用ギャップの周期、要求された専用ギ
ャップのインスタンスの数等に限定されないが、これらのような、専用ギャップの所望の
コンフィギュレーションに対するコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。（例
えば、ブロック６１０において要求する）専用自律ギャップの所望のコンフィギュレーシ
ョンは、ポジショニング機会の長さ（例えば、１、２、４、６、１０、２０、４０、８０
、または、１６０サブフレーム）、ならびに／あるいは、ポジショニング機会の周期（例
えば、１０、２０、４０、８０、１６０、３２０、６４０、または、１２８０サブフレー
ム）、ならびに／あるいは、周波数内および／または周波数間の同調に対する時間等に基
づいて、決定されてもよい。いくつかの実施形態では、（例えば、ブロック６１０におけ
る）専用ギャップ要求は、所望の専用ギャップ期間ＧＮを含んでいてもよく、ここで、６
ｍｓ＜ＧＮ≦ＮＰＲＳである。いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６１０
における）専用ギャップ要求は、所望の専用ギャップ周期ＧＰを含んでいてもよく、ここ
で、必要に応じて、ＴＰＲＳ≦ＧＰ≦８０ｍｓまたはＴＰＲＳ≦ＧＰ≦４０ｍｓである。
いくつかの実施形態において、所望の専用ギャップ期間および／または所望の専用ギャッ
プ周期は、デフォルトの従来の測定ギャップ期間、および、デフォルトの従来の測定ギャ
ップ周期とそれぞれ異なっていてもよい。
【０１２１】
　　［００１３１］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６１０における）専用ギャップ要求
が専用測定ギャップに対する要求を含むとき、ＵＥ１２０は、（ａ）専用測定ギャップ期
間ＧＭＮ、ここで、６ｍｓ＜ＧＭＮ≦ＮＰＲＳであり、および／または、（ｂ）専用測定
ギャップ周期ＧＭＰ、ここで、必要に応じて、ＴＰＲＳ≦ＧＭＰ≦８０ｍｓまたはＴＰＲ

Ｓ≦ＧＭＰ≦４０ｍｓである、により専用ギャップの所望のコンフィギュレーションを要
求してもよい。いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６１０における）専用
ギャップコンフィギュレーション要求が専用自律ギャップに対する要求を含むとき、ＵＥ
１２０は、（ｉ）専用自律ギャップ期間ＧＡＮ、ここで、６ｍｓ＜ＧＡＮ≦ＮＰＲＳであ
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り、および／または、（ｉｉ）専用自律ギャップ周期ＧＡＰ、ここで、必要に応じて、Ｔ

ＰＲＳ≦ＧＡＰ≦８０ｍｓまたはＴＰＲＳ≦ＧＡＰ≦４０ｍｓである、により専用ギャッ
プの所望のコンフィギュレーションを要求してもよい。
【０１２２】
　　［００１３２］
　ブロック６２０において、ＵＥ１２０は、専用ギャップ要求に応答して、専用ギャップ
コンフィギュレーションを含むメッセージを受信してもよい。（例えば、ブロック６２０
において受信した）専用ギャップコンフィギュレーションは、（例えば、ブロック６１０
において送った）専用ギャップ要求に部分的に基づいていてもよい。いくつかの実施形態
において、（例えば、ブロック６２０において受信した）専用ギャップコンフィギュレー
ションは、専用ギャップ要求がＵＥによって要求されたように構成されていることを示し
てもよい。いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック６２０において受信した）
専用ギャップコンフィギュレーションは、（例えば、ブロック６１０において送った）専
用ギャップ要求に部分的に基づいてもよいが、いくつかの点では、（例えば、ブロック６
１０において要求したような）専用ギャップの所望のコンフィギュレーションと異なって
もよい。例えば、専用ギャップは、サービス品質、性能等に限定されないが、これらのよ
うなシステムまたはネットワークパラメータに部分的に基づいて構成されていてもよい。
応答は、構成された専用ギャップの長さ、構成された専用ギャップの周期、構成された専
用ギャップのインスタンスの数等に限定されないが、これらのような、構成された専用ギ
ャップに対するコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。いくつかの実施形態で
は、構成された専用ギャップ期間は、デフォルト６ｍｓ測定期間ギャップと異なっていて
もよく、構成された専用ギャップ周期は、デフォルト４０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャッ
プ周期と異なっていてもよい。
【０１２３】
　　［００１３３］
　図７は、測定ギャップコンフィギュレーションに対する例示的な方法７００のフローチ
ャートである。いくつかの実施形態において、方法７００は、ｅＮＢ１４０のような基地
局によって実行してもよい。いくつかの実施形態において、方法７００は、ＬＴＥおよび
／またはＬＴＥ－Ｍをサポートするワイヤレスネットワーク中で、ｅＮＢによって実行し
てもよい。
【０１２４】
　　［００１３４］
　ブロック７１０において、ｅＮＢ１４０は、ＲＳＴＤ測定を実行するための専用自律ギ
ャップ要求をＵＥ１２０から受信してもよく、専用自律ギャップ要求は、専用自律ギャッ
プの所望のコンフィギュレーションを含んでいてもよい。いくつかの実施形態において、
専用自律ギャップ要求は、専用自律ギャップがＲＳＴＤ測定目的のために要求されている
という表示を含んでいてもよい。
【０１２５】
　　［００１３５］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック７１０において受信した）専用自律
ギャップ要求は、専用自律ギャップの長さ、専用自律ギャップの周期、所望の専用自律ギ
ャップのインスタンスの数等に限定されないが、これらのような、所望の専用自律ギャッ
プに対するコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。所望の専用自律ギャップの
コンフィギュレーションは、ネットワークに関係付けられている１つ以上の基地局のポジ
ショニング機会の長さ（例えば、１、２、４、６、１０、２０、４０、８０、または、１
６０サブフレーム）、および／または、ネットワークに関係付けられている１つ以上の基
地局のポジショニング機会の周期（例えば、１０、２０、４０、８０、１６０、３２０、
６４０、または、１２８０サブフレーム）に基づいていてもよい。所望の専用自律ギャッ
プ期間は、デフォルト６ｍｓ測定ギャップと異なっていてもよく、所望の専用ギャップ周
期は、デフォルト４０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャップと異なっていてもよい。
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【０１２６】
　　［００１３６］
　ブロック７２０において、ｅＮＢ１４０は、専用自律ギャップ要求に応答してもよく、
応答は、専用自律ギャップコンフィギュレーションを含む。いくつかの実施形態において
、専用自律ギャップコンフィギュレーションは、サービス品質（ＱｏＳ）パラメータ、ま
たは、性能パラメータのうちの１つ以上に基づいていてもよい。いくつかの実施形態にお
いて、専用自律ギャップコンフィギュレーションは、構成された専用自律ギャップの長さ
、または、構成された専用自律ギャップの周期、または、構成された専用自律ギャップの
インスタンスの数、のうちの１つ以上を含んでいてもよい。
【０１２７】
　　［００１３７］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック７１０において受信した）専用自律
ギャップに対する要求に基づいて、専用自律ギャップを構成することにより、ｅＮＢ１４
０は、（例えば、ブロック７２０において）専用自律ギャップ要求に応答してもよい。い
くつかの実施形態において、例えば、ｅＮＢ１４０は、ＵＥ１２０によって要求されたよ
うな専用自律ギャップを構成することによって、専用自律ギャップ要求に応答してもよい
。いくつかの実施形態において、（ブロック７２０における）ｅＮＢ１４０による専用自
律ギャップのコンフィギュレーションは、（ブロック７１０における）専用自律ギャップ
に対する要求に基づいていてもよいが、いくつかの点において、（例えば、ブロック７１
０において受信した）専用ギャップコンフィギュレーション要求と異なっていてもよい。
例えば、ｅＮＢ１４０は、ＱｏＳ、性能等に限定されないが、これらのようなシステムま
たはネットワークパラメータに部分的に基づいて、専用自律ギャップを構成してもよい。
【０１２８】
　　［００１３８］
　（例えば、ブロック７２０において）ＵＥに送信された応答は、構成された専用自律ギ
ャップの長さ、構成された専用自律ギャップの周期、構成された専用自律ギャップのイン
スタンスの数等に限定されないが、これらのような、構成された専用自律ギャップに対す
るコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。構成された専用自律ギャップ期間は
、デフォルト６ｍｓ測定ギャップと異なっていてもよく、構成された測定ギャップ周期は
、デフォルト４０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャップと異なっていてもよい。
【０１２９】
　　［００１３９］
　ブロック７３０において、ｅＮＢ１４０は、（例えば、ブロック７２０において構成さ
れたような）専用自律ギャップ期間の間、ＵＥ１２０に対するデータをスケジューリング
しないかもしれない。例えば、（例えば、ブロック７１０において受信した）専用ギャッ
プに対する要求が測定目的のための自律ギャップの使用を示すとき、ｅＮＢ１４０は、（
例えば、ブロック７２０において構成されたような）専用自律ギャップ期間の間、ＵＥ１
２０に対するデータをスケジューリングしないかもしれない。
【０１３０】
　　［００１４０］
　代替的に、ブロック７３０において、（例えば、ブロック７２０において構成されたよ
うな）専用自律ギャップ期間の間、ｅＮＢ１４０によるＵＥ１２０への任意の送信のデー
タレートを低減させてもよく、これにより、何らかのデータ損失を限定する。例えば、（
例えば、ブロック７２０において構成されたような）専用自律ギャップ期間の間に失われ
るサブフレームの数が、比較的少なくなり、ｅＮＢへのフェーディング／チャネルエラー
として混乱が現れるにすぎないように、データレートを低減させてもよい。いくつかの実
施形態において、特定されたＱｏＳパラメータを維持することを継続しながら、（例えば
、ブロック７２０において構成されたような）専用自律ギャップの間、データレートを低
減させてもよい。いくつかの実施形態において、ボイスオーバーインターネットプロトコ
ル（ＶｏＩＰ）に、または、ボイスオーバーＬＴＥ（ＶｏＬＴＥ）に、または、他のサー
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ビスに影響する任意のＱｏＳが、減少され、または、最小となるように、あるいは、ユー
ザに気付かれないように、（例えば、ブロック７２０において構成されたような）専用自
律ギャップの間、データレートを低減させてもよい。
【０１３１】
　　［００１４１］
　図８は、専用ギャップコンフィギュレーションに対する例示的な方法８００のフローチ
ャートを示している。いくつかの実施形態において、方法８００は、ＵＥ１２０によって
実行してもよく、これは、ＢＬ　ＵＥ、ｅＭＴＣ　ＵＥ、または、ＦｅＭＴＣ　ＵＥの形
態をとってもよい。いくつかの実施形態において、方法８００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ｍを
サポートし、ｅＭＴＣ／ＦｅＭＴＣデバイスを含む、ワイヤレスネットワーク中で、ＵＥ
１２０によって実行してもよい。
【０１３２】
　　［００１４２］
　ブロック８１０において、ＵＥは、基準信号時間差（ＲＳＴＤ）測定要求を受信しても
よい。例えば、ＲＳＴＤ要求は、ＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬＣ１５５から受信されても
よい。いくつかの実施形態において、ＲＳＴＤ測定要求は、ＰＲＳ支援情報を含んでいて
もよい。
【０１３３】
　　［００１４３］
　ブロック８２０において、ＵＥは、ＲＳＴＤ測定要求に応答して、専用自律ギャップの
所望のコンフィギュレーションを含む専用自律ギャップ要求を送信してもよい。いくつか
の実施形態において、専用自律ギャップ要求は、ｅＮＢ１４０のような基地局に送信され
てもよい。いくつかの実施形態において、専用自律ギャップ要求は、ＵＥ１２０を担当す
るｅＮＢ１４０に送信されてもよい。
【０１３４】
　　［００１４４］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック８２０において要求される）所望の
自律ギャップの所望のコンフィギュレーションは、ＰＲＳ支援データ（例えば、基準セル
および／または１つ以上の隣接セルに対するＰＲＳコンフィギュレーションパラメータ）
および／または現在のＵＥ動作モード（ＣＥモード－例えば、ＣＥモードＡまたはＣＥモ
ードＢ－あるいはＮＣモード）に基づいて決定されてもよい。いくつかの実施形態におい
て、（例えば、ブロック８２０において要求される）専用自律ギャップの所望のコンフィ
ギュレーションは、ＵＥ動作モード、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少なくとも１つのセル
に関係付けられているＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）、または、ＲＳＴＤ測定要求に関連する少
なくとも１つのセルに関係付けられている各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレーム
の数（ＮＰＲＳ）、または、所望のポジショニング精度、または、これらのいくつかの組
み合わせ、のうちの１つ以上に少なくとも部分的に基づいてもよい。例えば、ＵＥ１２０
は、担当セルおよび／または各隣接セルに対するＰＲＳ周期（ＴＰＲＳ）、基準セルおよ
び／または各隣接セルに対する各ＰＲＳポジショニング機会中のサブフレームの数（ＮＰ

ＲＳ）、または、所望のポジショニング精度等、のうちの１つ以上に基づいて、（例えば
、ブロック８２０において）専用自律ギャップ要求を決定して、送信してもよい。
【０１３５】
　　［００１４５］
　いくつかの実施形態において、専用自律ギャップの所望のコンフィギュレーションは、
ＵＥ１２０によって観測される信号環境に（追加的にまたは代替的に）部分的に基づいて
、決定されてもよい。例えば、観測される周波数レイヤの数、信号強度、信号干渉等であ
る。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０は、要求されたＲＳＴＤ測定が複数の搬送
波周波数を伴うという決定に応答して、（例えば、ブロック８２０において）専用自律ギ
ャップ要求を送信してもよい。別の例として、ＵＥ１２０は、ＲＳＴＤまたはＰＲＳ測定
が複数の周波数レイヤ（周波数内および／または周波数間）を伴うという決定に応答して
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、（例えば、ブロック８２０において）専用自律ギャップ要求を送信してもよい。
【０１３６】
　　［００１４６］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック８２０において要求される）専用自
律ギャップの所望のコンフィギュレーションは、ＵＥ１２０の能力にさらに基づいていて
もよい。例えば、密集したＰＲＳコンフィギュレーションがＵＥ１２０によってサポート
される範囲、および／または、より短い測定ギャップ周期がＵＥ１２０によってサポート
される範囲を、少なくとも部分的に使用して、専用自律ギャップの所望のコンフィギュレ
ーションを決定してもよい。
【０１３７】
　　［００１４７］
　いくつかの実施形態において、（例えば、ブロック８２０における）専用自律ギャップ
要求は、要求された専用自律ギャップの長さ、要求された専用自律ギャップの周期、要求
された専用自律ギャップのインスタンスの数等に限定されないが、これらのような、専用
自律ギャップの所望のコンフィギュレーションに対するコンフィギュレーション情報を含
んでいてもよい。（例えば、ブロック８２０において要求される）専用自律ギャップの所
望のコンフィギュレーションは、ポジショニング機会の長さ（例えば、１、２、４、６、
１０、２０、４０、８０、または、１６０サブフレーム）、ならびに／あるいは、ポジシ
ョニング機会の周期（例えば、１０、２０、４０、８０、１６０、３２０、６４０、また
は、１２８０サブフレーム）、ならびに／あるいは、周波数内および／または周波数間の
同調に対する時間等に基づいて、決定されてもよい。いくつかの実施形態では、ＵＥ１２
０は、（ｉ）専用自律ギャップ期間ＧＡＮ、ここで、６ｍｓ＜ＧＡＮ≦ＮＰＲＳである、
および／または、（ｉｉ）専用自律ギャップ周期ＧＡＰ、ここで、必要に応じて、ＴＰＲ

Ｓ≦ＧＡＰ≦８０ｍｓ、または、ＴＰＲＳ≦ＧＡＰ≦４０ｍｓである、により専用ギャッ
プの所望のコンフィギュレーションを要求してもよい。
【０１３８】
　　［００１４８］
　ブロック８３０において、ＵＥ１２０は、ブロック８２０における要求に応答して、専
用自律ギャップのコンフィギュレーションを示すメッセージを受信してもよい。例えば、
ブロック８３０において、ＵＥ１２０は、専用自律ギャップのコンフィギュレーションが
、（例えば、ブロック８２０において要求したような）専用自律ギャップの要求したコン
フィギュレーションに対応することを示すメッセージを受信してもよい。いくつかの実施
形態において、（例えば、ブロック８３０において受信した）専用自律ギャップのコンフ
ィギュレーションは、（ブロック８２０における）専用自律ギャップに対する要求に基づ
いていてもよいが、いくつかの点において、（例えば、ブロック８２０における）専用ギ
ャップコンフィギュレーション要求と異なっていてもよい。例えば、専用自律ギャップは
、ＱｏＳ、性能等に限定されないが、これらのような、システムまたはネットワークパラ
メータに部分的に基づいて構成されていてもよい。
【０１３９】
　　［００１４９］
　（例えば、ブロック８３０において）ＵＥ１２０によって受信した応答は、構成された
専用自律ギャップの長さ、構成された専用自律ギャップの周期、構成された専用自律ギャ
ップのインスタンスの数等に限定されないが、これらのような、構成された専用自律ギャ
ップに対するコンフィギュレーション情報を含んでいてもよい。構成された専用自律ギャ
ップ期間は、デフォルト６ｍｓ測定ギャップと異なっていてもよく、構成された専用自律
ギャップ周期は、デフォルト４０ｍｓまたは８０ｍｓ測定ギャップと異なっていてもよい
。
【０１４０】
　　［００１５０］
　ブロック８４０において、ＵＥ１２０は、現在の（最初のまたは次の）専用自律ギャッ
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プを考慮してもよい。ブロック８５０において、ＵＥ１２０は、現在の（最初のまたは次
の）専用自律ギャップの間に、ＰＤＳＣＨ送信がスケジューリングされているか否かを決
定してもよい。
【０１４１】
　　［００１５１］
　現在の（最初のまたは次の）自律ギャップの間にＰＤＳＣＨ送信がスケジューリングさ
れていない場合（ブロック８５０における「Ｎ」）、ブロック８７０において、ブロック
８３０における専用自律ギャップコンフィギュレーションに基づいて、ＲＳＴＤ測定を実
行してもよい。
【０１４２】
　　［００１５２］
　現在の（最初のまたは次の）自律ギャップの間にＰＤＳＣＨ送信がスケジューリングさ
れている場合（ブロック８５０における「Ｙ」）、ブロック８６０において、（例えば、
ステップ８３０において構成されたような）専用自律ギャップコンフィギュレーションに
基づいて、ＲＳＴＤ測定を実行してもよい。さらに、ブロック８６０において、ＰＤＳＣ
Ｈシンボルのしきい値数をデコードする。さらに、いくつかの実施形態において、デコー
ドすることに基づいて、ＵＥ１２０は、ＡＣＫ／ＮＡＫ信号を担当ｅＮＢ１４０に送って
もよい。その後、ブロック８４０において別の反復を開始してもよい。
【０１４３】
　　［００１５３］
　図９は、ＵＥ１２０のある例示的な特徴を図示する概略ブロックダイヤグラムを示して
いる。いくつかの実施形態において、ＵＥ１２０および／またはプロセッサ９０２は、メ
ッセージフロー４００および／または４５０のＵＥ部分、ならびに、方法６００および／
または８００を実行してもよく、あるいは、実行するように構成されていてもよい。さら
に、ＵＥ１２０および／またはプロセッサ９０２は、専用ギャップコンフィギュレーショ
ンを要求し、専用ギャップコンフィギュレーション応答を処理し、ＰＲＳ支援データ９１
８を使用してＲＳＴＤ／ＯＴＤＯＡ測定を実行することを可能にするようにされていても
よい。ＵＥ１２０は、ＢＬ　ＵＥ、ｅＭＴＣ　ＵＥ、または、ＦｅＭＴＣ　ＵＥの形態を
とってもよい。
【０１４４】
　　［００１５４］
　ＵＥ１２０は、例えば、１つ以上のプロセッサ９０２、メモリ９０４、トランシーバ９
１０（例えば、ワイヤレスネットワークインターフェース）を含んでいてもよく、これら
は、１つ以上の接続９０６（例えば、バス、ライン、ファイバー、リンク等）によりメモ
リ９０４に動作可能に結合されていてもよい。ある例示的なインプリメンテーションでは
、ＵＥ１２０のうちのすべてまたは一部分は、チップセットおよび／またはこれに類する
形態をとってもよい。トランシーバ９１０は、例えば、１つ以上のタイプのワイヤレス通
信ネットワークを通して１つ以上の信号を送信することを可能にする送信機９１２と、１
つ以上のタイプのワイヤレス通信ネットワークを通して送信された１つ以上の信号を受信
するための受信機９１４とを含んでいてもよい。
【０１４５】
　　［００１５５］
　プロセッサ９０２は、ハードウェア、ファームウェア、および、ソフトウェアの組み合
わせを使用して実現してもよい。例えば、プロセッサ９０２は、ＰＲＳ支援データ９１８
のようなデータを使用してもよい、ＵＥ　ＰＲＳ支援データエンジン９１６のようなプロ
グラムコードを読み取り、実行することによって、開示した機能を実行してもよい。いく
つかの実施形態では、ＵＥ　ＰＲＳ支援データエンジン９１６に対するプログラムコード
は、ＰＲＳ支援データ９１８とともにメモリ９０４中に存在していてもよい。ＰＲＳ支援
データエンジン９１６に対するプログラムコードは、メモリ９０４から取り出され、プロ
セッサ９０２によって実行されてもよい。ＰＲＳ支援データ９１８は、（非担当セルに対
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する情報を含む）ＯＴＤＯＡ支援情報を含んでいてもよい。ＵＥ１２０および／またはプ
ロセッサ９２０は、メッセージフロー４００および／または４５０、ならびに、方法６０
０および／または８００の一部分を実行してもよい。例えば、プロセッサ９０２は、部分
的に、ＵＥ　ＰＲＳ支援データエンジン９１６に対するコードを実行することによって、
基準セルおよび／または隣接セル等に対するＯＴＤＯＡ支援情報を含むＰＲＳ支援データ
９１８を取り出して、処理してもよい。ＵＥ１２０および／またはプロセッサ９０２は、
専用測定ギャップまたは専用自律ギャップを含む、専用ギャップに対する要求を発生させ
、基地局／ｅＮＢ１４０から受信したコンフィギュレーションメッセージを処理し、およ
び／または、コンフィギュレーションメッセージに基づいて、専用（測定または自律）ギ
ャップを構成するように、構成されていてもよい。
【０１４６】
　　［００１５６］
　いくつかの実施形態では、ＵＥ１２０は、（示していない）１つ以上のＵＥアンテナを
含んでいてもよく、これは、内部または外部にあってもよい。ＵＥアンテナを使用して、
信号を受信および／または送信してもよく、信号は、トランシーバ９１０によって処理さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、ＵＥ１２０は、受信した信号の到着の時間を測定
し、ＯＴＤＯＡ／ＲＳＴＤ測定を実行してもよく、プロセッサ９０２によって未加工測定
を処理してもよい。いくつかの実施形態では、ＵＥ１２０は、ＲＳＴＤ測定に基づいてそ
のロケーションを決定してもよく、または、ＲＳＴＤ測定をＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬ
Ｃ１５５に送ってもよく、ＬＳ１５０またはＥ－ＳＭＬＣ１５５は、ＲＳＴＤ測定に基づ
いて、ＵＥ１２０のロケーションを決定してもよい。
【０１４７】
　　［００１５７］
　ここで説明する方法論は、用途に依存して、さまざまな手段によって実現してもよい。
例えば、これらの方法論は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、または、こ
れらの任意の組み合わせで実現してもよい。ハードウェアインプリメンテーションに対し
て、プロセッサ９０２は、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デ
バイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、
制御装置、マイクロ制御装置、マイクロプロセッサ、電子デバイス、ここで説明した機能
を実行するように設計された他の電子ユニット、または、これらの組み合わせ内で実現し
てもよい。
【０１４８】
　　［００１５８］
　ファームウェアおよび／またはソフトウェアのインプリメンテーションに対して、これ
ら方法論は、ここで説明した機能を実行するモジュール（例えば、手順、関数等）で実現
してもよい。命令を有形に具現化する任意の機械読取可能媒体を、ここで説明した方法論
を実現する際に使用してもよい。例えば、ソフトウェアコードは、コンピュータ読取可能
媒体中に記憶されてもよく、これは、メモリ９０４の一部分を形成してもよい。プログラ
ムコード（例えば、ＵＥ　ＰＲＳ支援データエンジン９１６）は、プロセッサ９０２によ
って読み取られ、実行してもよい。メモリは、プロセッサユニット内で、または、プロセ
ッサ９０２の外部で実現してもよい。ここで使用されるように、用語「メモリ」は、任意
のタイプの長期、短期、揮発性、不揮発性、または、他のメモリを指し、任意の特定のタ
イプのメモリまたはメモリの数、あるいは、メモリが記憶される媒体のタイプに限定され
ない。
【０１４９】
　　［００１５９］
　ファームウェアおよび／またはソフトウェアで実現する場合、機能は、コンピュータ読
取可能媒体上の１つ以上の命令またはプログラムコード（例えば、ＵＥ　ＰＴＳ支援デー
タエンジン９１６）として記憶されてもよく、コンピュータ読取可能媒体は、メモリ９０
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４の一部を形成してもよい。例えば、メモリ９０４は、ＵＥ　ＰＲＳ支援データエンジン
９１６のようなプログラムコードを含んでいてもよく、所望の専用（測定または自律）ギ
ャップ要求を発生させ、および／または、構成された専用（測定または自律）ギャップ応
答を処理し、および／または、ＰＲＳ支援データ９１８を使用してＯＴＤＯＡ／ＲＳＴＤ
測定をサポートし、および／または、ＵＥポジション決定を促進し、ＬＰＰ／ＬＰＰｅお
よび他のプロトコルをサポートしてもよい。
【０１５０】
　　［００１６０］
　コンピュータ読取可能媒体は、物理的コンピュータ記憶媒体を含んでいてもよい。記憶
媒体は、コンピュータによってアクセスできる何らかの利用可能な媒体であってもよい。
限定ではなく例として、このような非一時的コンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、または、他の光ディスク記憶装置、磁気
ディスク記憶装置、または、他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令またはデータ構造の
形態で所望のプログラムコード９０８を記憶するために使用することができ、コンピュー
タによってアクセスできる他の何らか媒体を含むことができ、ここで使用されるようなデ
ィスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタ
ル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ
）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は
通常、磁気的にデータを再生するが、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザーを用いて光学的
にデータを再生する。上記の組み合わせも、コンピュータ読取可能媒体の範囲内に含める
べきである。
【０１５１】
　　［００１６１］
　メモリ９０４は、任意のデータ記憶機構を表してもよい。メモリ９０４は、例えば、１
次メモリおよび／または２次メモリを含んでいてもよい。１次メモリは、例えば、ランダ
ムアクセスメモリ、リードオンリーメモリ等を含んでいてもよい。プロセッサ９０２から
分離されているものとしてこの例では図示されているが、１次メモリのすべてまたは一部
分が、プロセッサ９０２内に提供されてもよく、またはそうでなければ、プロセッサ９０
２とコロケート／結合されてもよいことを理解すべきである。２次メモリは、１次メモリ
、ならびに／あるいは、例えば、ディスクドライブ、光ディスクドライブ、テープドライ
ブ、ソリッドステートメモリドライブ等のような１つ以上のデータ記憶デバイスまたはシ
ステムとして、例えば、メモリの同じまたは類似したタイプを含んでいてもよい。あるイ
ンプリメンテーションにおいて、２次メモリは、コンピュータ読取可能媒体を動作可能に
受け入れ可能であり、またはそうでければ、コンピュータ読取可能媒体に結合するように
構成可能であってもよい。
【０１５２】
　　［００１６２］
　このように、ある例示的なインプリメンテーションでは、ここで提示する方法および／
または装置は、（メモリ９０４の一部分を形成してもよい）コンピュータ読取可能媒体の
全部また一部の形態をとってもよく、コンピュータ読取可能媒体は、その上に記憶されて
いるコンピュータ実現可能命令を含んでいてもよく、コンピュータ実現可能命令は、プロ
セッサ９０２によって実行される場合、ここで説明したような例示的な動作のすべてまた
は一部分を実行することを動作可能にできてもよい。
【０１５３】
　　［００１６３］
　図１０は、基地局／ｅＮＢ１４０を図示した概略ブロックダイヤグラムである。いくつ
かの実施形態では、基地局ｅＮＢ１４０および／またはプロセッサ１０５２は、メッセー
ジフロー４００および／または４５０の基地局／ｅＮＢ部分、ならびに、方法５００およ
び／または７００を実行してもよく、あるいは、実行するように構成されていてもよい。
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さらに、基地局／ｅＮＢ１４０は、ギャップコンフィギュレーションに対する要求を処理
すること、適切なギャップコンフィギュレーションを決定すること、ギャップコンフィギ
ュレーション応答を発生させること等を可能にしてもよい。
【０１５４】
　　［００１６４］
　いくつかの実施形態では、基地局／ｅＮＢ１４０は、例えば、１つ以上のプロセッサ１
０５２、メモリ１０５４、および（適用可能な）通信インターフェース１０９０（例えば
、ワイヤラインまたはワイヤレスネットワークインターフェース）を含んでいてもよく、
これらは、１つ以上の接続１０５６（例えば、バス、ライン、ファイバー、リンク等）に
動作可能に結合されていてもよい。ある例示的なインプリメンテーションでは、基地局／
ｅＮＢ１４０のいくつかの部分は、チップセットおよび／またはこれらに類するもののよ
うな形態をとっていてもよい。
【０１５５】
　　［００１６５］
　通信インターフェース１０９０は、ワイヤード送信および／または受信をサポートする
さまざまなワイヤードおよびワイヤレス通信を含んでいてもよく、望まれる場合、１つ以
上のタイプのワイヤレス通信ネットワークに渡る１つ以上の信号の送信および受信を追加
的にまたは代替的にサポートしてもよい。通信インターフェース１０９０は、さまざまな
他のコンピュータおよび周辺機器との通信のためのインターフェースも含んでいてもよい
。例えば、１つの実施形態では、通信インターフェース１０９０は、ＮＢ１４０によって
実行される通信機能のうちの１つ以上を実現する、ネットワークインターフェースカード
、入力出力カード、チップおよび／またはＡＳＩＣを備えていてもよい。いくつかの実施
形態では、通信インターフェース１０９０は、ネットワーク１３０（図１Ａ）ともインタ
ーフェースして、さまざまなネットワークコンフィギュレーション関連情報を取得しても
よい。
【０１５６】
　　［００１６６］
　プロセッサ１０５２は、ハードウェア、ファームウェア、および、ソフトウェアの組み
合わせを使用して実現してもよい。いくつかの実施形態では、プロセッサ１０５２は、ギ
ャップコンフィギュレーションに対する要求を処理し、適切なギャップコンフィギュレー
ションを決定し、ギャップコンフィギュレーション応答等を発生させてもよい。
【０１５７】
　　［００１６７］
　フローチャートおよびメッセージフローにおいてここで説明する方法論は、用途に依存
して、さまざまな手段により実現してもよい。例えば、これらの方法論は、ハードウェア
、ファームウェア、ソフトウェア、または、これらの任意の組み合わせ中で実現してもよ
い。ハードウェアインプリメンテーションに対して、プロセッサ１０５２は、１つ以上の
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号
処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、マイク
ロプロセッサ、電子デバイス、ここで説明した機能を実行するように設計されたその他の
電子ユニット、または、これらの組み合わせ内で実現してもよい。
【０１５８】
　　［００１６８］
　ファームウェアおよび／またはソフトウェアインプリメンテーションに対して、方法論
は、ここで説明した機能を実行する手順、関数等を使用して実現してもよい。いくつかの
実施形態では、ソフトウェアおよび／またはファームウェアインプリメンテーションに対
して、ここで説明するようにｅＮＢ１４０に関係付けられている機能を実行するためのプ
ログラムコードはメモリ１０５４中に記憶されていてもよい。プログラムコードは、プロ
セッサ１０５２によって読み取られ、実行されてもよい。いくつかの実施形態では、メモ
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リ１０５４は、機械読取可能媒体を備えていてもよい。命令を有形に具現化する任意の機
械読取可能媒体を、ここで説明した方法論を実現する際に使用してもよい。例えば、ソフ
トウェアは、取り外し可能媒体中に記憶されていてもよく、取り外し可能媒体は、メモリ
１０５４の一部を形成してもよい。プログラムコードは、メモリ１０５４中に（例えば、
コンピュータ読取可能媒体上に）存在し、プロセッサ１０５２によって読み取られ、実行
してもよい。メモリは、プロセッサ１０５２の内でまたはプロセッサ１０５２外で実現し
てもよい。ここで使用されるように、用語「メモリ」は、任意のタイプの長期、短期、揮
発性、不揮発性、または、その他のメモリを指し、任意の特定のタイプのメモリまたはメ
モリの数、あるいは、メモリが記憶されるタイプの媒体に限定されない。
【０１５９】
　　［００１６９］
　ファームウェアおよび／またはソフトウェア中で実現する場合、機能は、コンピュータ
読取可能媒体上で１つ以上の命令またはコードとして記憶されていてもよく、コンピュー
タ読取可能媒体は、メモリ１０５４の一部を形成してもよい。例えば、メモリ１０５４は
、プログラムコードを備えていてもよく、これは、プロセッサ１０５２によって読み取ら
れ、実行されるとき、ＢＳ１４０によって受信したギャップコンフィギュレーションに対
する要求を処理してもよく、適切なギャップコンフィギュレーションを決定してもよく、
ギャップコンフィギュレーション応答を発生させる等してもよい。
【０１６０】
　　［００１７０］
　メモリ１０５４の一部を形成していてもよいコンピュータ読取可能媒体は、さまざまな
物理コンピュータ記憶媒体を含んでいてもよい。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスできる何らかの利用可能な媒体であってもよい。限定ではなく例として、このような
非一時的コンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、
または、他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、または、他の磁気記憶デバイ
ス、あるいは、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを記憶するために
使用することができ、コンピュータによってアクセスすることができる他の何らかの媒体
を含むことができる。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、ここで使用
されるように、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標
）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、および、ブルーレイ（登録商標）
ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は通常、磁気的にデータを再生する
が、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。非一時的コ
ンピュータ読取可能媒体の他の実施形態は、フラッシュデバイス、ＵＳＢドライブ、ソリ
ッドステートドライブ、メモリカード等を含む。上記の組み合わせもコンピュータ読取可
媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１６１】
　　［００１７１］
　メモリ１０５４は、任意のデータ記憶機構を表していてもよい。メモリ１０５４は、例
えば、１次メモリおよび／または２次メモリを含んでいてもよい。１次メモリは、例えば
、ランダムアクセスメモリ、リードオンリーメモリ、不揮発性ＲＡＭ等を含んでいてもよ
い。プロセッサ１０５２から分離されているものとしてこの例では図示されているが、１
次メモリのすべてまたは一部分が、プロセッサ１０５２内に提供されていてもよく、また
はそうでなければ、プロセッサ１０５２とコロケート／結合されていてもよいことを理解
すべきである。２次メモリは、例えば、１次メモリと同じまたは類似タイプのメモリ、な
らびに／あるいは、例えば、ハードディスクドライブ、光学ディスクドライブ、テープデ
バイス、ソリッドステートドライブ等を含む、１つ以上のデータ記憶デバイスを含んでい
てもよい。いくつかの実施形態では、メモリ１０５４は、システム１００および／または
より広いセルラネットワーク中のさまざまなエンティティに関する情報を保持できる１つ
以上のデータベースを備えていてもよい。いくつかの実施形態では、データベース中の情
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報は、適切なギャップコンフィギュレーションを決定すること、ＵＥ要求を処理すること
等を含むさまざまな計算の間、プロセッサ１０５２によって読み取られ、使用され、およ
び／または、更新されてもよい。あるインプリメンテーションでは、２次メモリは、コン
ピュータ読取可能媒体を動作可能に受け入れてもよく、またはそうでなければ、コンピュ
ータ読取可能媒体に結合するように構成可能であってもよい。
【０１６２】
　　［００１７２］
　このように、ある例示的なインプリメンテーションでは、ここで提示する方法および／
または装置は、その上に記憶されているコンピュータ実現可能命令を含んでいてもよい（
メモリの一部分を形成してもいてもよい）コンピュータ読取可能媒体の全体または一部分
の形態をとってもよく、これは、プロセッサ１０５２によって実行される場合、ここで説
明するような例示的な動作のすべてまたは一部分を実行することを動作可能にできてもよ
い。
【０１６３】
　　［００１７３］
　図１１は、ＬＳ１５０を図示した概略ブロックダイヤグラムであり、これは、いくつか
の実施形態では、Ｅ－ＳＭＬＣ１５５の形態をとってもよい。いくつかの実施形態では、
ＬＳ１５０および／またはＥ－ＳＭＬＣ１５５および／またはプロセッサ１１５２は、メ
ッセージフロー４００および／または４５０のＬＳ部分を実行してもよい、または、実行
するように構成されていてもよい。
【０１６４】
　　［００１７４］
　いくつかの実施形態では、ＬＳ１５０および／またはＥ－ＳＭＬＣ１５５は、例えば、
１つ以上のプロセッサ１１５２、メモリ１１５４、および（適用できる場合は）通信イン
ターフェース１１９０（例えば、ワイヤラインまたはワイヤレスネットワークインターフ
ェース）を含んでいてもよく、通信インターフェース１１９０は、１つ以上の接続１１５
６（例えば、バス、ライン、ファイバー、リンク等）と動作可能に結合されていてもよい
。ある例示的なインプリメンテーションでは、ＬＳ１５０および／またはＥ－ＳＭＬＣ１
５５のいくつかの部分は、チップセット、および／または、これに類するものの形態をと
っていてもよい。
【０１６５】
　　［００１７５］
　通信インターフェース１１９０は、ワイヤード送信および／または受信をサポートする
、さまざまなワイヤードおよびワイヤレス通信を含んでいてもよく、望まれる場合、１つ
以上のタイプのワイヤレス通信ネットワークに渡る１つ以上の信号の送信および受信を追
加的にまたは代替的にサポートしてもよい。通信インターフェース１１９０は、さまざま
な他のコンピュータおよび周辺機器との通信のためのインターフェースも含んでいてもよ
い。例えば、１つの実施形態において、通信インターフェース１１９０は、ＬＳ１５０お
よび／またはＥ－ＳＭＬＣ１５５によって実行される通信機能のうちの１つ以上を実現す
るネットワークインターフェースカード、入力出力カード、チップおよび／またはＡＳＩ
Ｃを備えていてもよい。いくつかの実施形態では、通信インターフェース１１９０はまた
、ネットワーク１３０（図１Ａ）とインターフェースして、さまざまなネットワークコン
フィギュレーション関連情報を取得してもよい。
【０１６６】
　　［００１７６］
　プロセッサ１１５２は、ハードウェア、ファームウェア、および、ソフトウェアの組み
合わせを使用して実現してもよい。いくつかの実施形態では、ＬＳ１５０／Ｅ－ＳＭＬＣ
１５５上のプロセッサ１１５２は、ロケーション決定に関連する要求を処理し、ＵＥ能力
を決定し、他のネットワークエンティティとインターフェースして、ＵＥロケーション決
定を促進し、および／または、ＵＥロケーション情報を決定してもよい。
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【０１６７】
　　［００１７７］
　フローチャートおよびメッセージフローにおいてここで説明した方法論は、用途に依存
して、さまざまな手段によって実現してもよい。例えば、これらの方法論は、ハードウェ
ア、ファームウェア、ソフトウェア、または、これらの任意の組み合わせで実現してもよ
い。ハードウェアインプリメンテーションに対して、プロセッサ１１５２は、１つ以上の
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号
処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、マイク
ロプロセッサ、電子デバイス、ここで説明した機能を実行するように設計されたその他の
電子ユニット、または、これらの組み合わせ内で実現してもよい。
【０１６８】
　　［００１７８］
　ファームウェアおよび／またはソフトウェアのインプリメンテーションに対して、方法
論は、ここで説明した機能を実行する手順、関数等を使用して、実現してもよい。いくつ
かの実施形態では、ソフトウェアおよび／またはファームウェアインプリメンテーション
に対して、ここで説明したようなＬＳ１５０および／またはＥ－ＳＭＬＣ１５５に関係付
けられている機能を実行するためのプログラムコードは、メモリ１１５４中に記憶されて
いてもよい。プログラムコードは、プロセッサ１１５２によって読み取られ、実行されて
もよい。いくつかの実施形態では、メモリ１１５４は、機械読取可能媒体を備えていても
よい。命令を有形に具現化する任意の機械読取可能媒体を、ここで説明した方法論を実現
する際に使用してもよい。例えば、ソフトウェアは、取り外し可能媒体中に記憶されてい
てもよく、取り外し可能媒体は、メモリ１１５４の一部を形成してもよい。プログラムコ
ードは、（例えば、コンピュータ読取可能媒体上の）メモリ１１５４中に存在し、プロセ
ッサ１１５２によって読み取られ、実行されてもよい。メモリは、プロセッサ１１５２の
内で、または、プロセッサ１１５２の外部で実現してもよい。ここで使用されるように、
用語「メモリ」は、任意のタイプの長期、短期、揮発性、不揮発性、または、その他のメ
モリを指し、任意の特定のタイプのメモリまたはメモリの数、あるいは、メモリが記憶さ
れる媒体のタイプに限定されない。
【０１６９】
　　［００１７９］
　ファームウェアおよび／またはソフトウェア中で実現する場合、機能は、コンピュータ
読取可能媒体上に１つ以上の命令またはコードとして記憶されていてもよく、コンピュー
タ読取可能媒体は、メモリ１１５４の一部を形成してもよい。例えば、メモリ１１５４は
、プログラムコードを備えていてもよく、これは、プロセッサ１１５２によって読み取ら
れ、実行されるとき、ＬＳ１５０および／またはＥ－ＳＭＬＣ１５５によって受信される
、ロケーション決定、支援データ等に関連する要求を処理してもよい。
【０１７０】
　　［００１８０］
　メモリ１１５４の一部を形成できるコンピュータ読取可能媒体は、さまざまな物理的コ
ンピュータ記憶媒体を含んでいてもよい。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスで
きる任意の利用可能な媒体のことを指してもよい。限定ではなく例として、このような非
一時的コンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ま
たは、他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、または、他の磁気記憶デバイス
、あるいは、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを記憶するために使
用することができ、コンピュータによってアクセスすることができる他の何らかの媒体を
含むことができる。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、ここで使用さ
れるように、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル汎用ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、および、ブルーレイ（登録商標）ディ



(47) JP 2020-530693 A 2020.10.22

10

20

30

スク（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は通常、磁気的にデータを再生するが、
ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。非一時的コンピ
ュータ読取可能媒体の他の実施形態は、フラッシュデバイス、ＵＳＢドライブ、ソリッド
ステートドライブ、メモリカード等を含む。上記の組み合わせも、コンピュータ読取可能
媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１７１】
　　［００１８１］
　メモリ１１５４は、任意のデータ記憶機構を表していてもよい。メモリ１１５４は、例
えば、１次メモリおよび／または２次メモリを含んでいてもよい。１次メモリは、例えば
、ランダムアクセスメモリ、リードオンリーメモリ、不揮発性ＲＡＭ等を含んでいてもよ
い。この例ではプロセッサ１１５２とは別に図示されているが、１次メモリのすべてまた
は一部分は、プロセッサ１１５２内に提供されてもよく、またはそうでなければ、プロセ
ッサ１１５２とコロケート／結合されていてもよいことを理解すべきである。２次メモリ
は、例えば、１次メモリと同じまたは類似のタイプのメモリ、および／または、例えば、
ハードディスクドライブ、光ディスクドライブ、テープドライブ、ソリッドステートメモ
リドライブ等を含む、１つ以上のデータ記憶デバイスを含んでいてもよい。いくつかの実
施形態において、メモリ１１５４は、システム１００および／またはより広いセルラネッ
トワーク中のさまざまなエンティティに関する情報を保持してもよい１つ以上のデータベ
ースを備えていてもよい。いくつかの実施形態では、データベース中の情報は、さまざま
な計算の間、プロセッサ１１５２によって、読み取られ、使用され、および／または、更
新されてもよい。あるインプリメンテーションでは、２次メモリは、コンピュータ読取可
能媒体を動作可能に受け入れてもよく、またはそうでなければ、コンピュータ読取可能媒
体に結合するように構成可能であってもよい。
【０１７２】
　　［００１８２］
　このように、ある例示的なインプリメンテーションでは、ここで提示する方法および／
または装置は、その上に記憶されているコンピュータ実現可能命令を含んでいてもよい（
メモリ１１５４の一部を形成してもよい）コンピュータ読取可能媒体の全体または一部分
の形態をとってもよく、これは、プロセッサ１１５２によって実行される場合、ここで説
明したような例示的な動作のすべてまたは一部分を実行することを動作可能にできてもよ
い。
【０１７３】
　　［００１８３］
　本開示は、教示の目的ために特定の実施形態に関連して説明しているが、本開示は、こ
れらに限定されるものではない。さまざまな適合および修正が、範囲から逸脱することな
く本開示になされてもよい。したがって、添付の特許請求の範囲の精神および範囲を、前
述の説明に限定すべきではない。
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【要約の続き】
ョンを含んでいてもよい。
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